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序 調査の目的と実施方針 

  

１．地域の概要 

調査対象区域は、三芳町上富、所沢市中富、所沢市下富の三富新田とそれに連なる平地林「く

ぬぎ山」（約 1,600ha）の区域である。  

区域内人口は 11,592 人（上富・中富・下富：平成 24 年 12 月末現在）、緑地面積は約 250ha

であるが、同区域のある所沢市の人口は 34万人（平成 26年 12月末現在）であり多くの都市住

民が暮らすベットタウンに隣接し、かつ、東京からも 30kmという近距離にありながら、まとま

った緑地と落ち葉堆肥を利用した循環型農業が残る地域である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 0-1 対象地域概略図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈図 0-2   

対象区域の範囲

と緑地〉 
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２．調査の目的及び背景、昨年度の調査結果、並びに実証調査の内容 

（1） 調査の目的及び背景 

コナラやクヌギからなる三富の平地林は、かつては燃料薪を供給する燃料生産の場として

人々の生活には欠かせないものであったが、昭和 30 年代以降のエネルギー転換により、ま

た、高度経済成長期には工場・倉庫等への転用が始まり、関越自動車道の全開通（昭和 60年）

等もあり、道路の拡幅、土地需要の増大、相続税負担等の要因から平地林を手放す地主も多

く産廃処理施設、資材置き場、近年では、老人福祉施設、病院、墓地・霊園等が増加して緑

地面積の減少及び緑地環境の荒廃が進行し良好な景観が損なわれている。 

このエリアは、屋敷林、畑、平地林という、江戸時代の開拓当初から続く伝統的な短冊形

の地割が今も残されており、「三富開拓地割遺跡」として埼玉県の旧跡に指定されているが、

全国の雑木林と同様に、平地林の管理については、昨今は、所有者である農家だけでは手入

れが行き届かず、下草の繁茂、木々の巨木化、ナラの立ち枯れなどが問題となっている。 

 日本の原風景でもあり、また、都市近郊の良好な緑地空間である三富地域の平地林と農地

を、農業と一体となって保全するために、農家、都市住民、ＮＰＯ、地域企業、行政など多

様な主体が保全・活用活動を継続して、持続的に緑地を維持管理する仕組みづくりが求めら

れている。 

 そこで、本業務では、三富地域の平地林を対象に、継続的な維持管理の仕組みのあり方、

構築方法を検討することとした。 

 

（2） 昨年度の調査結果 

 昨年度も本地域を対象に、上記目的のもと、実証調査を行った。 

 その結果、判明した事項と洗い出された課題は次の通りである。 

① 伐採の必要性と危機意識の共有が必要 

i. 手入れが行き届かず放置された林においては、樹木の高齢化・大径木化が進み、

緑地の荒廃が進んでいる。 

ii. 高齢化・大径木化した樹木は、立ち枯れや台風等による倒木等、危険性が増大し

ている。 

iii. すなわち、三富地域において平地林の健全化・若返りは急務であり、その認識を

地元住民を始め広く共有する必要性があることが確認された。 

② 今後取り組むべき事項（課題） 

i. 本調査の成果の普及啓発 

ii. 平地林の施業方法に対する知見の収集 

iii. 実験的なイベントを通じて都市住民と農家の関係づくりの模索 

iv. 三富地域の文化財としての価値、文化的景観としての価値を再認識し、保全方

策や開発等の地域との調和策を提案 

v. まき燃料とあわせ、伐採木の多様な用途開発 

vi. 伐採とあわせ、幼木の植栽、萌芽更新の技術的研究の蓄積 
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（3） 本年度の実証調査の内容 

(1)本調査の目的及び背景、並びに(2)昨年度の調査結果を踏まえ、本年度の実証調査とし

ては、(2)②iii.実験的なイベントを通じて都市住民と農家の関係づくりの模索及び、同 v.まき

燃料とあわせ、伐採木の多様な用途開発を重点調査項目として設定し、具体的に以下の２つ

のテーマにのっとり調査を行った。 

 

調査内容①：農地・緑地保全の担い手不足に対応するため、協働できる新たな担い手とし

て近隣都市住民を取り込む仕掛け・機会の創出を実証的に実験する。 

 

調査内容②：緑地保全の採算性の検証として、薪以外で林材を活用する方法や、林の手入

れにかかる費用の削減方法を実証的に調査する。 

 

本業務では、上記二つの実証調査を通して、手入れの担い手不足対策のため、近隣の都市

住民等が平地林の手入れに参加する機会を増やし、都市近郊の良好な緑地環境を取り戻すと

ともに、都市住民が緑と共生する新しいライフスタイルを創造することを目的とする。 

 

 

３．調査推進体制 

(1)三富平地林保全活用協議会 

 この会は以下の活動を行う。 

1）集約型都市形成のための計画的な緑地環境形成実証調査に関する事項 

2）平地林の多様な資源に関する研究事項 

3）三富地域における体験農業イベント等の企画運営に関する事項 

4）上記に関連する事項 

 三富平地林保全活用協議会は、農家、生活クラブ生協、県及び市町村、農協、市民、有識者か

らなり、それぞれ以下のような役割分担により調査を実施する。 

〈表 0-1 推進体制表〉 

団  体 役  割 

三富江戸農法の会 事業の基本スキームづくり、平地林の試験伐採、三富

まき市場の運営実験、三富地域における体験農業イベ

ント等の企画運営 

生活クラブ生活協同組合 埼玉 調査の企画・進行管理、事業の基本スキームづくり、

三富地域における体験農業イベント等の企画運営、広

報活動、報告書の作成 

埼玉県川越農林振興センター 調査への指導・助言、関係団体との連携支援 

埼玉県（川越農林振興センターを除く） 調査への指導・助言 

JA いるま野 調査への指導・助言、広報活動への協力 

三芳町 調査への指導・助言、広報活動への協力 

所沢市 調査への指導・助言、広報活動への協力 

有識者 調査への指導・助言 
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〈表 0-2 三富平地林保全活用協議会会員・運営幹事・ワークショップ構成員〉 

順不同 

所属・役職 氏名 協議会 
運営

幹事 
ＷＳ 

三富江戸農法の会 

会長 横山  進 
◎ 

会長 
◎ ● 

 
会員 横山 優子 ◎ ◎ ● 

会員 田中 隆三  ◎ ● 

生活クラブ生活協同 

組合・埼玉  

理事 菊一 敦子 
◎ 

副会長 
◎ ● 

本部事務局専務理事 重盛 智  ◎ ● 

理事会事務局 坂野 徳行 事務局長 ◎ ● 

総務部 鳥山 直人   ● 

有識者 前森林文化協会常務理事 藤原 勇彦 
◎ 

監事 
 ● 

有識者  肥沼 位昌 
◎ 

監事 
◎ ● 

埼玉県 

埼玉県川越農林振興セン

ター管理部三富農業・平地

林活用担当部長 

小林 猛也 ○ ○ ● 

埼玉県 

農林総合研究センター 

森林・緑化研究所 木材利

用・林産担当 

大河原 睦 ○  ● 

川越農林振興センター林

業部木材利用推進担当 
藤澤 俊行 ○  ● 

ＪＡいるま野 企画課 馬場 信雄 ○   

所沢市 農業振興課 小寺  勉 ○   

三芳町 観光産業課 小山  勉 ○   

埼玉県 
みどり自然課 半田 博幸 ○   

みどり自然課 間仁田樹始   ● 

三富ｻﾎﾟｰﾀｰｽﾞｸﾗﾌﾞ 代表 岩井 謙   ● 

有識者 
前三芳町立歴史民俗 

資料館館長 
松本 富雄   ● 

特定非営利活動法人 

木の家だいすきの会 
代表理事 鈴木  進   ● 

ファイヤーワールド埼玉 店長 石川 成三   ● 

     ◎協議会正会員、運営幹事   ○協議会特別会員、特別幹事 
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４．調査スケジュール 

 

調査実施 

スケジュール        

取組①協働保全活用実験 取組②採算性調査 

Ｈ26 

６月 

 ｚ  

７月 

 

7/8 

第１回ＷＳ 
 

 

 ８月 

 

 

９月 

 

 

10 月 

 

10/28 

第２回ＷＳ                  
 

11 月   

11/22市民向けの里山を考える講演会開催 

12 月 

 

   

 

Ｈ27 

１月 

1/13 

第３回ＷＳ 

２月 2/11 

第４回ＷＳ 

 

 

 

 

 

（実証実験） 

・落ち葉堆肥を利用した農産物の収

穫・加工イベント 

8月～9月 

 

・平地林での木育イベント 

9/15、11/29 

 

・生活クラブ 

イベントで 

薪割り体験 10/5 

（先進事例調査） 

・森のようちえん見学

10/2 

（先進事例調査） 

・広葉樹林管理 8/24 

（実証実験） 

・森林管理費用

の調査 

 

-プロの伐採調

査 8/16 

 

-伐採予定地の

事 前 調 査 等

11/16、11/22 

 

-伐採見積取得 

12月～1月 

 

-伐採実験 

1/18～2/15 

（実証実験） 

・伐採材の利

用方法調査 

8月～ 

（実証実験） 

・広葉樹の高

木伐採技術

のマニュアル

化 

10月～ 

（実証実験） 

・平地林の手入れイベント 12/21 

調査結果の評価・分析・課題整理 
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第１章 協働による農地・緑地保全の実証実験 

  

新たな担い手として目途する都市住民に三富の平地林に足を運んでもらうための施策として、

都市住民に受け入れられやすく、平地林と農地とがつながりながら保全されてきた三富の伝統に

ならい、「食育」と「木育」に関わるイベントを開催し緑への関わりかたに関する都市住民の意向

や傾向について調査を行った。調査と通じて都市住民という新たな担い手を発掘すると共に、都

市住民に新しいライフスタイルを提案することを目的とした。 

 

本章では、「１．実施イベントの概要」の説明、イベントにおいて実施した「２．アンケート結

果」の分析、全体的な「３．分析・提言」の順番で記述している。 

 

１．実施イベントの概要 

都市住民に三富の平地林に足を運んでもらうための仕掛けとして、また、通年定期的に開催で

きる体験メニューの試みとして、平成 26 年 8 月から 12 月にかけて「食」及び林に関わるイベン

トを複数種類、全７回、企画し開催した。参加者については、アンケートを実施して関心度合い

を調査するとともに、その後の平地林保全活動への継続参加度合を調査した。 

 

①林の落ち葉堆肥を利用した農産物の収穫と加工及び試食イベント 

●第 1回 薪活用・農地利用体験（農作業体験）イベント 

トマトケチャップ等の原料となる加工用トマトの収穫体験と平地林で伐採した木を薪とし

て活用したピザ調理体験を企画した。 

参加者は、自ら加工用トマト（品種：夏の旬）を収穫し、それをピザ具材として使用し三

富平地林から伐採した木の薪を使い、薪釜でピザを焼き上げた。 

当日は、台風の影響で天候は大雨となり、参加予定者の過半数が不参加となったながらも、

半数程度の参加は得られた。 

  

 日時：平成 26 年 8 月 10 日（日） 大雨 

場所：横山農園 

参加：大人 10 名／子供 1 名 （欠席 15 名） 

     スタッフ；7 名 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
〈写真 1-1-1トマト収穫 〉 〈写真 1-1-2トマト栽培農地 〉 
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 【スケジュール】 

8：30 スタッフ集合 打合せ 資材準備 

9：00 集合（参加者） 

9：10 畑へ移動 横山進会長挨拶  

9：15 加工用トマト収穫についての説明 （ケチャップメーカーより）  

9：25 参加者とスタッフで収穫作業 赤く熟したトマトを採るのがポイント 

11：00 収穫終了 収穫したトマトのコンテナ（かご）を作業所へ移動 

11：30 薪でピザづくり ⇒参加型、皆で調理 

横山農園の野菜をトッピング（具沢山に） 

⇒ピザ釜の火起こしは 10：30 よりスタッフが準備 

12：00 トマトのお話（ケチャップメーカーより）  

12：15 昼食 ピザやサラダ 

13：00 終了 参加者より感想共有 

14：00 スタッフ片付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈写真 1-1-7 薪釜でピザ焼き 〉 

〈写真 1-1-4 収穫したトマト１カゴ約 20kg 〉 

〈写真 1-1-3 広報チラシ 〉 〈写真 1-1-5 薪窯を使って調理中 〉 

〈写真 1-1-6 収穫したトマトを利用してピザ作り 〉 
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●第 2回 薪活用・農地利用体験（農作業体験）イベント 

 第 1 回と同様、加工用トマトの収穫体験と薪釜でのピザ焼きに加え、加工用トマトから実際

にトマトケチャップを手作りするという農産品の加工体験を企画した。 

 ケチャップ作りは、薪のかまどを利用してトマトを煮込むのに大変時間が掛かった。下の写

真のような火力では煮込む必要のある農産加工の手作りの大変さが分かった。 

 

日時：平成 26 年 8 月 17 日（日）晴れ 

場所：横山農園 

参加：大人 8 名／子供 3 名 

    スタッフ；8 名 

 【スケジュール】 

8：30 スタッフ集合 打合せ 資材準備 

9：00 集合（参加者） 

9：10 畑へ移動 横山進会長挨拶  

9：15 加工用トマト収穫についての説明 （ケチャップメーカーより） 

9：25 参加者とスタッフで収穫作業 赤く熟したトマトを採るのがポイント 

11：00 収穫終了 コンテナを作業所へ移動 

11：30 薪釜でピザとケチャップづくり ⇒参加型、皆で調理 

⇒火起こしは 10：30 よりスタッフ 

12：00 トマトのお話（ケチャップメーカーより）  

12：15 昼食 ピザとサラダ 薪のかまどで焼きおにぎりも。 

14：00 終了 参加者より感想共有 

15：00 スタッフで残りの調理作業を継続するとともに、片付け 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

〈写真 1-2-4 参加型、昼食準備中〉 

〈写真 1-2-1 薪のかまど〉 

〈写真 1-2-2 トマト煮込み中〉 

〈写真 1-2-3 トマトケチャップ完成〉 
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●第 3回 農産物加工活用体験イベント 

三富で栽培された加工用トマトを使って本格的なケチャップづくりを行うという調理体験

に主眼を置いた企画とした。第 2 回の際の薪の火力と比べ、ガスの火力と寸胴鍋では、煮込

み時間は短縮されたが、それでも時間は予想以上にかかり、熱い鍋をかきまぜ続けるなど、

大変な作業だった。しかし、参加者全員が楽しかったとの感想だった。農産物から本格的な

加工品を自分たちで手作りした達成感を感じられた点も大きかったと考える。 

   

日時：2014 年 9 月 7 日（日）小雨 

場所：生活クラブ生協 所沢生活館 2 階調理室 

参加：大人 10 名／子供 6 名  スタッフ；8 名 

 【スケジュール】 

 8：30 スタッフ：横山農園でトマト 200kg 積込⇒会場へトマトと道具を運び込み 

10：00 集合（参加者） 調理用の服装に着替え 

10：05 ケチャップづくり行程の説明（ケチャップメーカーより） 

10：15 作業ごとにグループ分け（3 グループ） 

ケチャップづくり開始  

選別⇒湯むき⇒フードプロセッサーで粉砕⇒煮込み 

13：00 昼食 スパゲッティとサラダ ケチャップづくり途中のトマトソース使用 

14：00 引き続きケチャップづくり 煮込み⇒味付け⇒瓶詰め（350ml×180 本） 

16：00 製造終了⇒全員で片付け  

16：30 本日の感想聞き取り   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈写真 1-3-1 ケチャップづくりの様子〉 〈写真 1-3-2 トマトの選別洗浄〉 

〈写真 1-3-3 トマトを煮込む〉 

〈写真 1-3-4 半量まで煮詰めた様子〉 

〈写真 1-3-5 ケチャップ完成品〉 
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②平地林等での木育・食育イベント 

●第 1回 木育・食育イベント（箸作り、堆肥すき込み・野菜収穫、薪を活用した料理） 

木育メニューとして木を使った箸作り体験と、食育メニューとして畑作業及び調理体験を

組み合わせて行った。参加者を２つのグループに分け、木育メニューと食育メニューを交代

で体験できるようにした。箸作りと箸置きづくりについては、NPO 西川・森の市場の協力

を得て実施した。１本の箸を作り上げるのに１５分程度。７組が１時間で終了。畑作業及び

調理体験としては、落ち葉堆肥を畑にすきこみ、平地林と農地のつながりを体感してもらい

理解してもらうとともに、旬の農産物（むかご（長芋の実）など）の収穫体験をしてもらい、

旬の農産物で焼きそばを調理して食べる体験をしてもらった。 

 日時：平成 26 年 9 月 15 日（月祝） 曇り／晴れ 

場所：横山農園 

参加：11 家族 37 名（大人 20 名／子供 17 名） スタッフ；15 名   

  【スケジュール】 

 9：00 スタッフ集合、準備開始（受付、畑、木育、焼きそば仕込） 

10：00 主催者あいさつ 本日のイベント内容説明 

10：10 A グループ、B グループに分かれて作業開始 

10：15 A グループ 

お箸＆箸置き作り 

畑体験 

B グループ 

畑体験 

お箸＆箸置き作り 

11：00 薪で焼く焼きそばづくり（主にスタッフが作った） 

12：10 昼食 

14：00 締めの挨拶、アンケート、引き続き残って平地林・農地で過ごす人も 

16：30 本日の感想聞き取り  片付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈写真 1-4-1 箸づくり〉 〈写真 1-4-2 箸づくり〉 〈写真 1-4-3 箸置きづくり〉 

〈写真 1-4-4 畑に堆肥すき込む為の積込み〉 〈写真 1-4-5 薪かまどを使った焼きそばづくり〉 
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●生活クラブ生協 40周年記念イベントで薪割り体験  

 

日時：平成 26 年 10 月 5 日（日）雨 

場所：さいたまスーパーアリーナ 

参加：協議会関係者 12 名 

目的：三富を知ってもらい共感者を増やす 

   農と里山に関する調査活動（アンケート） 

方法：三富地割模型や三富の資料パネルの展示 

   チラシ配布で呼びかけ（11/22 シンポジウム、三富協議会チラシ、県作成三富紹介チラシ） 

   子どもたちに三富の木を斧で薪割り体験 

   三富でつくったトマトを原料にしたトマトケチャップの配布（薪割り者とアンケート者） 

    

8：30 スタッフ集合 打合せ  

8：45 準備 展示物 薪割りセッティングなど 

10：30 アピール開始 

 ・薪割りの受付表に 100 名近く申込あり 

・トマトケチャップ 120 本配る 

・アンケート 100 名強の記入者あり 

15：30 イベント終了 片付け 

16：00 スタッフ解散 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈写真 1-5-1 協議会のブース〉 〈写真 1-5-2 薪割り体験〉 

〈写真 1-5-3 薪割り体験〉 〈写真 1-5-4 三富についての資料展示〉 
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●第 2回 木育・食育イベント「緑の中で感動体験」（木工アート、ピザ・野菜汁） 

プロによる平地林の木の伐採見学、コナラの輪切り材を利用した木工細工、薪釜で焼いた

ピザと、三富野菜をメインにした野菜汁を昼食として提供するものだった。企画の狙いとし

ては作ったり食べたりと家族で楽しめる内容にし、三富のファンになってもらい今後のイベ

ントへのリピーター参加を期待した。木工アートづくり中に天気予報通り大雨が降り、スム

ーズに進行出来なかったがクレームをつける人や帰る人はなく、昼食を全員が食べることが

でき、参加者の満足度も低くなかった。その後、天候が回復し雨にぬれた平地林に陽が差す

美しい光景に感動する参加者が多くいた。 

 日時：平成 26 年 11 月 29 日（土） 曇り／大雨／晴れ 

場所：所沢市下富 

参加：34 家族 125 名（大人 64 名／子供 61 名） スタッフ；18 名 

   【スケジュール】 

 8：30 スタッフ集合、準備開始（受付、木工班と昼食班に分れる） 

9：30 受付開始 

10：00 主催者挨拶、イベントスケジュール説明 

10：10 平地林の木を１本伐採 

参加者はプロの伐採を見学 

10：30 木工アート作り、平地林でドングリや枝を材料として集める（参加者） 

12：00 昼食 三富野菜をメインとした野菜汁、薪釜で焼いたピザ 

13：20 締めの挨拶、アンケート 

14：00 アンケート回収  終了 

－ 希望者は引き続き平地林で遊ぶ、ピザ調理体験実施 

14：30 片付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈写真 1-6-1 木伐採の実演 〉 〈写真 1-6-2 木工アートづくり〉 

〈写真 1-6-3 落ち葉などを材料に木工アー
ト〉 

〈写真 1-6-4 
薪釜でピザ焼き〉 

〈写真 1-6-5  
薪かまどで野菜汁〉 
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  ●落ち葉掃き準備イベント（下草刈り、枝拾い） 

イベント内容は、1 月からの落ち葉掃きにむけての下準備として、枝拾いや機械による下

草刈りを行った。11 月木育食育イベント参加者のリピート参加を期待したが、11 月の参加

者からの参加は全くなかった。 

 今回は、食事の伴わない作業のみの企画内容が、家族で楽める企画に見えなかったのが、

リピート参加を得られなかった大きな要因と考えられる。 

 

日時：平成 26 年 12 月 21 日（日） 小雨／曇り 

場所：三富の平地林（狭山市堀兼） 

参加：5 家族 8 名（大人 5 名／子供 3 名） 

      スタッフ；11 名 

  【スケジュール】 

 9：30 スタッフ集合、準備（機械搬入） 

10：00 主催者挨拶、イベントスケジュール説明 

10：10 平地林で枝拾いや草刈り 

12：30 締めの挨拶  

13：00 片付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈写真 1-7-3 終了後の意見交換中〉 

〈写真 1-7-1 作業前の平地林〉 〈写真 1-7-2 乗用型草刈機で下草刈り〉 

〈写真 1-7-4 小枝など燃やして堆肥用の灰へ〉 
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２．アンケート結果 

 都市住民の意向調査として、主に上記の参加型イベント等を利用し、全 3 回、アンケート調査

を実施した。 

 

①平成 26 年 9 月 15 日（月祝） 木育、堆肥すき込み、農産物収穫イベント（三富） 

 ◆回答数：14 名 イベント参加者 都市住民 

・箸作りと畑体験について全員が満足した結果だった。 

・身近で木に触れられる場所がない人が 71.4％と多い傾向。 

・木製品で思い浮かぶものは家具が圧倒的な多数派であった。また、香りやぬくもりなど体感

部分の回答もあり。 

・参加費 1 人 500 円については、適正 71％、安い 29％で高いという回答はなかった。箸作り

の材料費や食材費を考慮した場合、運営的には 1,000 円程度は必要であるが、費用をまかな

うだけの参加費を得られるか、継続できる仕組み作りを検討する際には、より一層の実証実

験が必要であることが分かった。 

・今後企画してほしい内容として、平地林で秘密基地作り（71%）、ツリークライミング（64%）、

落ち葉掃き（50％）の順で回答があった。 

・薪ストーブや薪を使った料理や木の食器へのニーズも高いことが分かった。 

 

②平成 26 年 10 月 5 日（日）  

生活クラブ生協 40 周年記念イベント（さいたまスーパーアリーナ） 

◆回答数：103 名 イベント参加者 都市住民（埼玉県民の回答がほとんど） 

・三富の認知度は 3 割弱と知られてない傾向。 

・農作業に関心あり 82％と高い。 

・平地林管理について落ち葉掃き経験者は半分、したい人は 7 割強と多い。 

・薪割り体験は未経験者が 70％、したい人が 75％。 

・平地林で参加したいイベントは食関係が多い（ピザ 54％と一位、二位は燻製作り 35％）、秘

密基地づくり（25％）、ツリークライミング（16%）と続く。 

・参加費の傾向は 1,000 円、3,000 円、2,000 円と続く。 

 

③平成 26 年 11 月 29 日（土）木工アートと食育イベント時（三富） 

◆回答数：32 名 イベント参加者 都市住民 

・参加動機はピザが 75%と、食べることがもっとも高い。 

・三富へ初めてきた人が 84％。 

・木工アートづくり、ピザは全員満足、生地から作りたい人が多い。 

・木に親しむ場所が身近にない傾向。 

・大人の参加費は適正。未就学児の参加費は無料を希望する声が多い。 

・平地林イベントはツリークライミング（69％）、秘密基地作り（63%）がここでも上位にき

ている。 

 

 



15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈表 1-1 アンケート〉 

2014.9.15　木育＆食育イベント　参加者アンケート集約

①参加のキッカケ
生活クラブの広報 9 64.3%
友人の誘い 5 35.7%
その他 0 0.0%

②イベントの感想
箸作り 畑体験
大変満足した 11 78.6% 大変満足した 8 57.1%
満足した 3 21.4% 満足した 6 42.9%
どちらでもない 0 0.0% どちらでもない 0 0.0%
やや期待はずれ 0 0.0% やや期待はずれ 0 0.0%
大変期待はずれ 0 0.0% 大変期待はずれ 0 0.0%

③身近で木に触れる場所
はい 4 28.6%
⇒どのような場所
いいえ 10 71.4%
わからない 0 0.0%

④木製品でイメージするモノ　 ⑤いくらなら購入する？
家具、おもちゃ 5,000～50,000円
机 50,000円
あたたかい、いい香り 2,000円
本立て 10,000円
家具、楽器、おもちゃ 10,000円
まな板、机 2,000円、10,000円
箱 1,000円
家具 5～10万円
家具
自然 3,000円
香りがいい
家具 ○万円
コップ、お椀、お皿 2,000円
タンス、テーブル 50,000円、10,000円

⑥参加費 ⑦今後の要望
高い 0 0.0% 畑作業 5 35.7%
やや高い 0 0.0% 平地林の落ち葉掃き 7 50.0%
適正 10 71.4% 平地林の下草刈り 3 21.4%
やや安い 2 14.3% 薪割り 6 42.9%
安い 2 14.3% ツリークライミング 9 64.3%

平地林で秘密基地づくり 10 71.4%
その他 1 7.1%
⇒クッキング

⑧気持ち
まきストーブ 木の食器

使いたい 7 53.8% 使いたい 11 78.6%
2 15.4% 3 21.4%
1 7.7% 0 0.0%
2 15.4% 0 0.0%

使いたくない 1 7.7% 使いたくない 0 0.0%

薪を使った調理
したい 7 53.8%

1 7.7% ⑨その他
5 38.5% エコストーブをつくりたい

0 0.0%

したくない 0 0.0%

どんぐり小屋、プレーパーク、まきストーブがありまき割りをしている
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2014.10.5　LOVEフェス「農と里山」アンケート集約

1 三富を知ってますか？ YES 30 29.1% 6-2
回答数：103 NO 73 70.9%

300円 2 2.7%
2 YES 51 50.0% 500円 7 9.3%

NO 51 50.0% 1,000円 23 30.7%
回答数：102 1,500円 4 5.3%

2,000円 14 18.7%
3 疑問あり 87 84.5% 2,500円 1 1.3%

疑問なし 16 15.5% 3,000円 16 21.3%
5,000円 6 8.0%

4 農作業に関心がありますか？ YES 66 81.5% 9,000円 1 1.3%
回答数：81 NO 15 18.5% 10,000円 1 1.3%

75
5 平地林管理について 7

落ち葉掃きをしたことありますか？ YES 43 51.8%
回答数：83 NO 40 48.2%

⇒落ち葉掃きをしたいですか？ YES 42 73.7% 30分 6 9.1%
回答数：57 NO 15 26.3% 1時間 17 25.8%

薪割りをしたことがありますか？ YES 23 30.3% 1時間半 20 30.3%
回答数：76 NO 53 69.7% 2時間 22 33.3%

⇒薪割りをしたいですか？ YES 50 74.6% 2時間半 1 1.5%
回答数：67 NO 17 25.4% 8-1 66

6-1
男女比
女性

69 84.1%

薪でピザを焼く 44 54.3% 8-2
　
男性

13 15.9%

燻製作り 28 34.6% 82
焼き芋 22 27.2% 年代

自然観察会 22 27.2% 10代 1 1.2%
焚き火 20 24.7% 20代 3 3.7%

秘密基地づくり 20 24.7% 30代 33 40.7%
ツリークライミング 13 16.0% 40代 23 28.4%
バードウォッチング 7 8.6% 50代 8 9.9%

キャンプ 4 4.9% 60代 11 13.6%
食べ物（料理）イベント 3 3.7% 70代 2 2.5%

ツリーハウス 2 2.5% 81
なんでも親子参加できるもの 2 2.5% 平均 39.3歳

虫取り 2 2.5%
バーベキュー 2 2.5%

蛍鑑賞 2 2.5%
山小屋 1 1.2%
音楽会 1 1.2%

体動かす活動・体験 1 1.2%
グラススキー 1 1.2%
パラグライダー 1 1.2%

きのこ狩り 1 1.2%
炭作り 1 1.2%

収穫手伝い 1 1.2%
リースづくり 1 1.2%

手入れ 1 1.2%
81

自分たちの食べ物がどこで、どのよう
に作られているか知っていますか？

自分たちの食のありかたについてどう
思いますか？　　　　　回答数：103

緑(平地林)の中でどのようなイベントに参加したいですか？

日帰りイベントの場合の移動時
間の目安（片道）？

⇒その参加費用はいくら位なら
参加されますか？

〈表 1-2 アンケート〉 
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2014.11.29　木育＆食育イベント②　参加者アンケート集約

① 今回のイベントをどこで知りましたか？ ⑥
・ 生活クラブの広報誌 18 56.3%
・ 友人の誘い 7 21.9% ・ はい 10 32.3%
・ その他 7 21.9% ・ いいえ 20 64.5%

・ わからない 1 3.2%
②

⑦ 本日の参加費はいかがでしたか。
・ 場所（三富） 17 53.1% ・ 高い 0 0.0%
・ 内容（木工アート） 18 56.3% ・ やや高い 0 0.0%
・ 内容（ピザ） 24 75.0% ・ 適正 22 68.8%
・ 内容（野菜汁） 14 43.8% ・ やや安い 6 18.8%

・ 安い 4 12.5%
③

⑧
・ はい 27 84.4%
・ いいえ 5 15.6% ・ 0～2歳

今回で2～4回目 5 15.6% 0円 21 72.4%
今回で5回以上 0 0.0% 100円 7 24.1%

300円 1 3.4%
④ イベントの感想は、いかがでしたか？ ・ 3～6歳

＜木工アート＞ 0円 4 13.8%
大変満足した 11 36.7% 100円 7 24.1%
満足した 16 53.3% 300円 14 48.3%
どちらでもない 3 10.0% 500円 4 13.8%
やや期待はずれ 0 0.0% ・ 7歳以上
大変期待はずれ 0 0.0% 0円 1 3.2%

100円 2 6.5%
＜ピザ作り＞ 300円 6 19.4%
大変満足した 13 43.3% 500円 22 71.0%
満足した 12 40.0%
どちらでもない 3 10.0% ⑨
やや期待はずれ 2 6.7%
大変期待はずれ 0 0.0% 1 畑作業 17 53.1%

2 平地林の落ち葉掃き 17 53.1%
⑤ 3 平地林の下草刈り 11 34.4%

4 薪割り 18 56.3%
・ 生地作り 15 46.9% 5 ツリークライミング 22 68.8%
・ 生地伸ばし 10 31.3% 6 平地林での秘密基地づくり 20 62.5%
・ トッピング 15 46.9% 7 その他 0 0.0%
・ 焼き 13 40.6%

このようなイベント以外で身近なところ
で木に触れ親しむ場や機会はあります

本日の内容の場合、こどもの参加費と
していくらくらいが妥当とお考えです

今後のイベントへの要望や感想などあ
りましたら、ご自由にご記入ください。

三富のイベントに参加するのは、今回
が初めてですか？

今回のイベントの参加の目的（興味）は
何ですか？

ピザ作りに関して、どこまで手作りして
みたいですか？

〈表 1-3 アンケート 1-3〉 
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第２章 緑地保全のための採算性の検証 

 

平地林の手入れをする必要性を取り戻すため、手入れの経済的なインセンティブを向上させ

る方法を探ることとした。平地林の手入れを持続的に行うことが可能になるとの仮定に基づき、

手入れによって生み出される林材の利用方法など経済的な採算性を改善させる方法を探った。 

 

具体的には、平地林の経済的な採算性について、 

（a）平地林の手入れ（主に木の伐採）に係る費用面と 

（b）伐った木（木材）から得られる収入面 

という２つの面に分解して調査することとした。 

 

本章では、（a）費用面について調査した結果を「１．伐採にかかる費用の試算」で、（b）

収入面について調査した結果を「２．林材の活用と経済性の調査」で記述している。 

 

 

１．伐採にかかる費用の試算 

 

三富の平地林は、従来、十数年～数十年の単位での伐採、萌芽更新等がなされて維持さ

れてきた緑地であるが、戦後、特に高度経済成長期の昭和 30 年代以降、伐採、萌芽更新

等がなされなくなり、老齢化・高木化・大径木化した広葉樹が多くなっている状態である。 

老齢化した樹木は、病害虫の被害を受けやすく、また、枯れやすくなっており、台風や

強風、積雪等による倒木の危険性がより高まっている。 

このような大きな木の伐採は、素人で行うには手間や時間もかかるため、プロの手助け

が必要となる。 

 

 素人とプロの作業量の比較 

素人の作業量としては、昨年度、当協議会で伐採実験を合計 4 回（延べ 4 日）行ったが、

林業家の指導を受けながら、各回 1 本の立木（胸高直径 25～34cm。大径木化しつつある

コナラ）を伐採し、薪の状態にするまでに、作業者 6～9 人で丸 1 日かかっていた。 

 

一方で、今年度、広葉樹伐採のプロである造園業者の伐採現場を見学する機会を得て観

察したところ、当日は、チェーンソーを利用して伐採する作業者 1 人、重機（ラフターク

レーン）のオペレーター1 人、伐採した木を片付ける作業者 1 人がメインで作業していた

が、胸高直径 25cm 以上の広葉樹 6 本を、半日で伐り倒していた。なお、1 本の木を切り

倒すのにかかった所要時間は最短で 10 分程度だった。 

作業に要する時間は格段の差があることが分かった。 

 

 素人とプロの作業内容の区分け 

そこで、どのような作業までならば素人でも行えて、どのような作業からはプロに頼ん
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だほうが良いのかについて実験的に検証することとした。 

まずは、三富地域の平地林の中で、実験場となる平地林を選定し、次に作業ごとに自分

たちで実施できる作業かプロに頼むべき作業かを検討し実践した。 

平地林の手入れ作業の内容としては、現在人の手が入らず荒れた林が多いことに鑑み、

人の手が入らずに荒廃した状態の林を人が中に入れる明るい林（昔ながらの農用林の姿）

に再生するまでの行程を対象とすることとした。 

 

対象地：三富地域内の平地林（狭山市堀兼） 

面積：1,300 ㎡程度 

樹木の状態：P.24 表 2-1 の通り、全部で 362 本の立木がある場所である。この場所は、

幹回り 29cm 以下の細い木が 190 本（全体の 52％）と比較的多く、大径木化し

た木（幹回り 90cm 以上）は 10 本と少ない場所であった。 

 

来歴：この平地林は 30 年程度、手入れがされずに放置されていた平地林であり、現在

の三富地域の平地林を代表する緑地環境の一つである。 

 

作業①：下草刈り 

最初は、写真の通り、下草や低い灌木が生い茂る環境であったが、まず始めに行う下草

刈りといった軽作業は、プロに頼まなくても自分たちで行えると考え、作業にあたった。 

 

作業日：平成 26 年 11 月 16 日（日） 

作業人数：大人６人 

 

当日は、午前 10 時～午後 1 時の半日作業で、全ての下草と灌木を除去することができ

た。 

このような軽作業は、熟練したプロでなくても、刈払機の安全講習を受けたメンバーが

複数人（3～10 人程度）いれば、効率的に作業ができることが分かった。このときは気を

伐り倒すだけで処理（たとえば薪の状態にまで細かく刻んで割るなど）は行わなかったが、

伐倒時間という点だけで比べても作業時間に大きな違いがあることが分かった。 

プロに頼んだ場合は、労賃等が発生するが、土地所有者を始めとする地元住民で下草刈

り等に慣れたメンバーで行うことができれば、道具や燃料代等の実費の負担のみで抑える

ことができる。 
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〈写真 2-1-2作業開始前の林の様子〉 

〈写真 2-1-1作業開始前の林の様子〉 

〈写真 2-1-3作業開始前の林の様子〉 
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〈写真 2-1-4下草刈りの様子〉 

〈写真 2-1-5下草刈り作業終了後の林の様子〉 

〈写真 2-1-6下草刈り作業終了後の林の様子〉 
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【下草刈りメモ】 

下草刈りに有用な道具としては、肩掛け式のエンジン式刈払機が一般的であるが、その

他にも、乗用型の草刈り機や歩行型の草刈り機等もあり、状況に応じて使い分けることが

有効である。 

たとえば、作業人員が多く集まらない場合でも、乗用型の草刈り機があれば、一人で複

数人分の作業を行うことが可能である（燃料は刈払機よりも必要ではある）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈写真 2-1-7エンジン式刈払機〉 

〈写真 2-1-8乗用型草刈り機〉 
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作業②：樹木本数と幹回りの調査・・・木の本数、幹回り（外周）等を調査。 

どのような林の状態から、どのような状態にするまでに、どれだけの手間や費

用がかかるのかを調べるために、作業前の木の状態を調査した。 

なお、作業①「下草刈り」の前にこの調査を行わなかった理由としては、下草

刈りの作業開始前の写真の通り、下草や灌木（笹など）の繁茂が多く、下草がな

いほうが木の調査が効率的に行えるためである。 

 

作業日：平成 26 年 11 月 22 日（土） 

作業人数：大人８人 

対象地：三富地域内の平地林（狭山市堀兼） 

面積：1,300 ㎡程度 

樹木の状態：表 2-1 の通り、全部で 362 本の立木がある場所である。この場所は、外周

29cm 以下の細い木が 190 本（全体の 52％）と比較的多く、大径木化した木（外

周 90cm 以上）は 10 本と少ない場所であることが分かった。 

 

この日は、対象地域 1,300 ㎡の高木全ての幹回り（外周）を計測したが、樹木調査に精

通している人はいなかったが、外周と本数の確認程度であれば、素人でも問題なく、基礎

的なデータを集めることができた。また、時間も午後の半日で測り終えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈写真 2-1-9樹木本数と幹回りの調査〉 

〈写真 2-1-11樹木本数と幹回りの調査〉 
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＜表 2-1：樹木本数と幹回りの調査の結果＞ 

本数   362 

  落葉 317 

  常緑 35 

  針葉樹 10 

   
平均外周    （cm） 

  落葉 33.19 

  常緑 24.34 

  針葉樹 67.20 

   
外周別 本数  362 

  ～29cm 190 

  30～59cm 130 

  60～89cm 32 

  90～cm 10 

   
最大外周（cm） 160 

   
枯れ木 本数 18 
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作業③：低木の伐採 

作業日：平成 27 年 1 月 18 日（日）ほか 

作業人数：プロ２人・協議会メンバー（大人６人） 

対象地：三富地域内の平地林（狭山市堀兼） 

面積：1,300 ㎡程度 

伐採した木の本数：201 本 

 

プロの指導のもと、チェーンソーを使えるメンバーと、使わないメンバー合計 6 人が伐

採作業を一緒に行い、概ね 1 日で、大木を中心とする多数の木を伐倒することができた。 

倒した木の処理（細かく刻んで薪にする等）までは、この 1 日の作業ではたどり着けな

かったが、この１日は木を倒すことに集中し、大きな木を一通り倒すことができたため、

以後は、枯れた木が倒れる被害等は未然に防ぐことができた。 

また、切った木の処理までプロに頼まなかった理由は、倒された木は時間を見て薪にす

る等の作業を行っていくことも可能であり、プロの工数を余計に取らず、材の処分費を削

減することにもつながると考えたためである。 

この作業により、全てをプロに頼む場合は最低でも 65 万円ほどかかるところ（伐採木の

処分費は含まれない）、50 万円以下の費用におさえることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈写真 2-1-12伐採作業開始前の林の様子〉 
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〈写真 2-1-13伐採作業の様子〉 

〈写真 2-1-14伐採後の林の様子〉 
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プロに頼む場合には、素人である地権者等が自分たちで行うよりも費用がかかる一方、

安全に素早く伐採ができる。また、伐採作業をプロに頼むとしても、業者によって請負額

は千差万別である。そこで、どのような作業をどの程度の費用で委託することができるの

かを調べるために、複数の業種の伐採のプロから、概ね同条件で見積りを入手し、比較検

討した。 

 

今回、伐採費用の見積りを提供してもらうことができたのは、次の３業者で、それぞれ

の見積額は、下表の通りである。 

 

〈表 2-2 業者別費用比較〉 

業種 見積額 備考 

土木業者 約 65 万円 処分費除く。18 人工見積り。 

造園業者 約 100 万円 処分費除く。 

森林組合 約 200 万円 処分費込み、下草刈り含む。58 人工見積り。 

 

 

【プロの伐採費用の見積り内容についての考察】 

造園業者及び森林組合の見積りにおいては、伐採する木の太さごとに 1 本あたりの伐採

費用を乗じて、見積額が算定されていた。両者とも外周 30cm 未満の細い木については、1

本あたり 1,000円程度の伐採費が、外周 60cm以上になると 10倍の 10,000円以上となり、

さらに外周 150cm 以上になると 40,000 円を超える金額となっていた。 

すなわち、太くなればなるほど伐採費用が高くなる、中でも外周 30cm 未満であるか、

外周 60cm 以上であるかで単価がひと桁違ってくることが分かった。 

 

この結果より、平地林を材木生産の林業の場としてではなく、身近な緑として管理して

いく上では、外周 60cm 以上の太い木にしないで、細いうちに伐採・更新していくことが

伐採費用を低くおさえることができ有益であると考えられる。 

 

なお、土木業者の見積額が最も低かったが、これは、土木業者は土木用の重機等を多数

所有しており、これらを利用しての整地作業等に精通しており、木の伐採を効率的に行え

るためと考えられる。 

一方で、造園業者や森林組合は、あくまで木や林を管理するという業種であるため、林

の木を伐採した後の再生まで見据えて、伐採する木と残す木を区別し、残す木を傷めない

ように伐採する等、配慮しながらの伐採方法であるため、費用が多くかかるのではないか

と考えられる。 

木はいったん伐採してしまうとすぐに元に戻すことはできないため、伐採計画を立てる

際は慎重に行う必要がある。特に、伐採をプロに頼む場合は、その林において、どの木を
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切って、その後、その林をどのような姿にしていきたいかについて、各業者とよく協議し、

頼む業者を選択することが肝要であると考える。 

 

また、伐採材の処理費も太い木を切る場合や、細い木を大量に切る場合には、大きな出

費となる。造園業者等によると、処分費は伐採費用の 3～4 割程度とのことである。 

伐採材は、費用を払って処分するのでなく、薪やしいたけのほだ木等として、有効活用

することができれば、その分、処分費を節約することができる。 

伐採材の有効活用については、「２．林材の活用と経済性の調査」において記述している。 
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２．林材の活用と経済性の調査 

 

三富で循環型農業とともに良好な平地林の環境が維持されてきた背景には、平地林のクヌギ、

コナラなどの落葉が堆肥として活用されていたほか、平地林の広葉樹は定期的に伐採され薪と

して販売され農家の収入源となっていたことがある。 

ところが、現代においては、化学肥料等が堆肥にとってかわり、また、ガスや電気の普及に

より燃料としての薪の経済価値が相対的に低下したため、平地林の所有者にとって、平地林を

良好に管理し落葉や林材を収穫する必要性が低減している。そこで、これらに代わる経済イン

センティブを他の方法で見出せないかという目的で、林材の活用とそれに伴う収支の調査を、

平地林の事業モデルというマクロ視点での検討事項を「(1)全体的な検討事項」に、平地林の林

材の多様な活用法というミクロ視点での検討事項を、「(2)林材の活用方法別検討」にまとめて

いる。 

 

(1) 全体的な検討事項：マクロ視点での検討 

① 林業の事業化 

 まず、前年度の当協議会の実証調査において検討した２つの事業モデルのうちの１つである

「素材生産者活用型事業モデル」では、危険を伴う高木伐採を事業者に任せて皆伐し、用材と

して単純に販売することを想定し収入不足分を、林野庁の行っている森林環境保全直接整備事

業等の交付金で補う手法を前提としている。 

この手法で計算すると、 

販売収入 687 千円／ha ― 必要経費 1,149 千円／ha ＝ ▲462 千円 

 となり、マイナスとなった収支を交付金で補うモデルとなっている。 

すなわち、平地林の伐採・維持管理を持続的に進められるかどうかは、この交付金の適用の

有無に左右される点が課題である。現状、埼玉県において、そもそも広葉樹を対象に当該交付

金が交付されているかどうかや（針葉樹にしか適用していない県もある）、交付を受けるために

充足すべき要件等については、本年度の調査のテーマとしていなかったため調査しきれておら

ず、更なる調査が求められる。 

 

② 林材処理費の抑制方法の検討 

また、埼玉県南西部地域の森林組合等に聞き取り調査を行った結果、伐った木は処理費用を

払って引き取ってもらっている状態であり、無料で引き取ってもらえれば良いほうであること

が分かった。 

とくに、三富地域の平地林は、広葉樹の林業経営の先進事例である栃木県の広葉樹林と異な

り、これまで長期間放置されてきており、薪やしいたけ原木等として販売できる規格に合致す

る林材が少なく、すぐには伐採の費用をまかなえるほどの収入源にできそうにない。そこで、

現在の三富の平地林をもとに考えると、林材の活用には全く新しい創意工夫や長期的な森林環

境の整備が必要であることが分かった。 

 

③ 環境教育・レクリエーション利用の検討 

一方で、ボランティア参加型の取組みでは、レクリエーション的な要素も組み込み、参加収
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入を見込むことは十分可能である。とくに、三富地域は都市近郊という特徴があるため、多数

の都市住民を近隣に抱えており、レクリエーションの場として提供し、その対価として収入を

得たり、維持管理作業の支援を受けたりしやすいと考える。 

千葉の一例では、1 世帯で 3,000 円～10,000 円の参加費で薪を確保できるイベントを開催し

ている例もある。 

 

④ その他の収入の検証 

さらに、最近では、緑地保全や自然再生等のための補助金・助成金を、公共機関だけでなく、

一般の事業会社等、様々な団体で制度を設けて交付しており、それらを活用する方法も考えら

れる。 

 

(2) 林材の活用方法別検討：ミクロ視点での検討 

一方で、一口に林材といっても、様々な活用方法があるため、活用方法別の可能性をより詳

細に調査研究することとした。その対象として、薪、しいたけ原木、炭を選択した。このほか、

木工用の材や建築用材などの可能性も存在するが、当面、三富地域でまとまった需要を見込む

ことが現実的でないため、本調査においてはこの方面の調査は深めていないが、今後の調査研

究が望まれるところである。 

 

① 薪 

前年度の当協議会による実証調査では、立木 1 本を薪の状態にするまでに、作業者 6～9 人で

丸 1 日かかっていた。このときには、薪割りは斧を用いた人力によるものであり、薪にする手

順も試行錯誤しながら進められている面もあったが、今年度は、薪割機も活用して実験したと

ころ、樹高 15ｍ、胸高直径 30ｃｍの場合の広葉樹（クヌギ・コナラ等）の場合、1 日 6 人で 3

本伐倒して薪にすることができた。1 本あたり材積 0.7 ㎥ほど得られると推計すると 3 本で約 2

㎥を薪にできることになり、これをもとに、薪から得られる収入を以下、試算する。 

ナラ薪は 1 束 400 円程度（30,000 円/㎥以上に相当）1で売られることが多いことをふまえる

と、2 ㎥のナラを薪として販売できれば 6 万円の収入を得られる計算になる。小売りではなく

大口の販売なども考慮し、実際の販売価格等を複数調べたところ、2 ㎥の薪は 4 万円程度の収

入は得られると想定される。それを得るために 6 人の工数がかかっていることから逆算すると、

1 人当たり 1 日約 7 千円程度の収入を得られると試算される。 

しかし、薪に割っただけですぐ販売ができるわけではなく、商品として販売できるまでには、

1～2 年間かけて薪を乾燥させる必要があり、その間の薪の保管場所の経費、また販売・流通に

要する経費などがかかる。木の伐採を業者に委託する場合は、その費用も必要となる。 

すなわち、薪として販売すれば、1 人あたり 1 日 7 千円の収入が得られるということにはな

らないため、継続するための収入源にするには、保管・販売に係る費用の詳細な実証調査や、

販売ルート・販売方法（通信販売なのか相対販売なのか、卸販売なのか等）についても更なる

調査検討が必要と考えられる。現状、薪からの収入では、木の伐採費用を補う程度である。 

 

                                                   
1 津布久隆「里山の広葉樹林管理マニュアル」（全国林業改良普及協会、2008 年）P.96 
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② しいたけ原木 

 直径 12cm 程度、長さ 1m 程度のしいたけ原木は、一般的には 1 本 100～250 円で取引され

る2（秩父では 1 本 200 円程度とのことである）。直径 12cm 程度であれば伐採は容易であるこ

とから、1 日あたり 1 人で 40 本伐りだすことができるとすれば、1 人で 1 日で 8,000 円の収入

を得ることができることになる。 

 現在、三富では、大径化した木が多く、しいたけ原木に適した木が少ない。そこで、大径木

化・老齢化した三富の林を若返らせる整備を行った後に、クヌギ・コナラを中心に早期の萌芽

更新が可能となった場合、しいたけ原木用の林の管理を行っていけば、有効な選択肢の一つに

なると考えられる。そのためには、長期的な取組みの上、実証的に検証することが必要である。 

 

③ 炭 

所沢市内での取り組みとして、ある市民団体3では、地

元の森林の整備を行い、切り出した木や竹を炭に焼いて、

木炭、竹炭、竹酢液、木酢液等を作り、その売り上げは

平地林を購入する資金に充てる活動を行っている。その

販売場所として、所沢市中心市街地活性化施設の野老澤

町造商店などがある。また、環境保全イベントなどでは

出張販売も、随時行っている。   

また、公益社団法人トトロのふるさと基金4では、同様

に竹炭を作り、その事務所で販売している。なお、炭を

作るためには、炭焼き窯が必要であるとともに、住宅が

近くにある場所では窯からの煙等が嫌われることが想定

されるため、その配慮も必要となる。実際の運用を考慮

すると、困難な面も大きいと考えられるため、今回は具

体的な試算は割愛することとした。今後、収入源の一つ

として可能性はあるため、更なる調査等が期待される。 

 

 

３．保全のための仕組みづくりとして 

 

 上述のように、平地林の手入れ・伐採を業者に頼む場合、平地林の持ち主である個人単位で

数百万円に及ぶ伐採費用を負担することは困難であるため、現状のままでは、平地林は放置さ

れ荒廃が進んでいく可能性が高い。さらに放置により高木化が進むと、伐採費用が増大してし

まい、悪循環である。 

 平地林の維持管理を経費面で採算が取れるようにするためには、①収入を増やす方法と②支

出（コスト）を減らす方法が考えられるが、現実的な取り組みやすさを考慮すると、支出を抑

                                                   
2 津布久隆「里山の広葉樹林管理マニュアル」（全国林業改良普及協会、2008 年）P.94 
3 http://members2.jcom.home.ne.jp/ootakanomori/ 
4 http://www.totoro.or.jp/ 

〈写真 2-2-1木炭、竹炭、竹酢液等の販売〉 
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えることが収支を向上させるポイントになると考えられる。 

そのうえで、大径木化した広葉樹が多く存在している三富の状況をふまえると、収入源とし

ては、太さを気にしない薪利用を基本に考えることが現実的である。 

 そこで、薪利用の流れを作業工程に分解して整理する。 

 作業工程は、大まかに次の５つに分解できる。 

 

工程１：下草刈り 

背の低い草等を刈って、足元をきれいにする作業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工程２：伐木 

立っている木を切り倒す作業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈写真 2-2-2下草刈り〉 

〈写真 2-2-3伐木〉 
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工程３：伐木後処理 

細い枝を切り払ったり、太い幹をある程度の長さの丸太に玉切りにし、薪に割る作業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈写真 2-2-4枝払い〉 
〈写真 2-2-5玉切り〉 

〈写真 2-2-6手作業による薪割り〉 

〈写真 2-2-7

薪割り機によ

る薪割り〉 
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工程４：保管・乾燥 

割った薪を十分乾燥させるため、雨があたらない場所等で適切に保管する（１～２年）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工程５：薪の販売 

出来上がった薪を販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〈写真 2-2-8山積みの薪〉 

〈写真 2-2-9出来上がった薪〉 
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〈表 2-3 林の管理から薪販売までの流れの各工程の工夫と課題〉 

    

機械活用 

→作業効率アッ

プ 

作業方法等の工夫 

→費用抑制 

参加型イベント 

→レクリエーシ

ョン機能 

課題・工夫 

工

程

１ 

下草刈り 
・刈払機 

・乗用草刈機 
      

工

程

２ 

伐木 
・ユンボ 

・ザウルスロボ 

・アーボリカルチャ

ー技術の活用 

・更新手法 

  

    

工

程

３ 

伐木後処理 
・ユンボ 

・薪割機 

・玉伐り 

・薪割り 

・ソダ処理 

・薪ストーブユー

ザーを巻き込む

薪割りイベント

など 

 

工

程

４ 

保管・乾燥  ―   ―   ― 乾燥場所 

工

程

５ 

販売 
 

    
薪ストーブ事業

者との連携 

 

 

各項目の詳細は下記の通りである。 

 

① 工程１：下草刈り 

不法投棄がなされている平地林も多いことから、その清掃を含め、まずは下草刈りが必要と

なる。この作業は、刈払機などの機械を使うことが有効である。刈払機の使用にあたっては、

所定の安全講習を受け、実際の作業時にも安全配慮が必要であるが、ボランティアで業者に委

託せずとも実施することが十分可能である。作業効率を高めるため、乗用式の草刈り機を活用

する手法も考えられる。当協議会では、乗用式の草刈り機も活用した。 

 

② 工程２：伐木 

伐木時期としては、平地林のような雑木林では落葉し始め、樹木の水揚げが終わり、水分量

も低下する 11 月から 2 月上旬頃が適期と考えられる。 

i. アーボリカルチャー技術の活用 

伐採の際は、高木（おおよそ 15m 以上）の伐採を業者に任せるかどうかという問題がある。
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専門業者に依頼すると、当然コストが増える。しかし高木の伐採においても、専門業者に委託

しなくても安全に伐採することが可能な方法がある。それがアーボリカルチャー技術の活用で

ある。今年度の調査では、実際に川越・所沢を中心に伐採に取り組まれている木挽屋の成瀬吉

明氏にアーボリカルチャーの技術の指導をして頂き、協議会メンバーで当該技法の修練を行っ

た。アーボカルチャーとは、木に登って木の枝を剪定したり木を伐採したりする樹木伐採の特

殊技能であり、詳細については、資料編を参照のこと。 

この技法を活用すれば、最低限の用具が必要となるが、大規模な重機や燃料等は用いずに、

ほぼ人力だけで、専門業者でなくても、ある程度、安全に高木の特殊伐採（高木を根元から切

り倒さずに、枝を少しずつ切り下して伐採する技法）が可能となる。すなわち、安全性に配慮

しながら伐採のコストを抑えることが可能となる。 

専門業者の重機を使う方法に比べれば、伐採にかかる時間や労力は大きいが、専門業者に委

託するところと自分たちでできるところを効率良く組み合わせて伐採することにより、全体的

な伐採費用の抑制と安全性の確保を両立できると考える。 

また、アーボリカルチャーから派生した、ロープを用いて人力で木に登るツリークライミン

グは、子どもでも参加できるレクリエーション機能も有しているため、参加型イベントとして

活用できる可能性もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ii. 伐採更新手法の工夫 

また、伐採にあたっての更新手法の工夫として、皆伐、抜き伐り、傘伐（小規模皆伐）など

の多様な方法がある。 

 

 皆伐 

皆伐は、そのエリア全体の木を一斉に伐採し、新たに苗を植えるなどして平地林を再生させ

る手法である。伐採した木が別の立木にひっかかってしまい、倒すまでに時間や手間がかかる

「かかり木」を生じさせず、伐採効率は最も高い伐採方法である。業者委託をする場合には、

〈写真 2-2-10アーボリカルチャー講習会〉 〈写真 2-2-11協議会メンバーのアーボリカルチャー実践〉 
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伐採効率が高いため、1 本あたりの伐採費用等の面では安価な伐採と言える。 

伐採後には、植樹により樹種を限定していくことが容易である一方、林床への日当たりが良

くなり下草が繁茂するようになるので、下草刈りの手間は比較的多い。 

 

 抜き伐り 

抜き伐りは、エリア全体の木を一斉に伐るのではなく、伐る木と伐らない木を識別し、一部

の木を残しながら伐採する方法である。どの木を残すのか、「かかり木」にならないように伐る

にはどうするのか、とった点が素人だけでは対応が困難な問題と考えられるため、造園業者等

の樹木の専門家のアドバイスを受けながら伐採計画を立てることが有用であると考える。 

一方で、一部の木を残すため、林床に必ずしも日照が届かず、伐採後の下草の繁茂は抑えら

れ、下草刈りの負担は軽減できる上、伐採を段階的に行うことで、薪の収入を複数年にわたり

安定的に継続して得ることも可能になると考えられる。 

 

 傘伐（小規模皆伐） 

傘伐（小規模皆伐）は間伐と皆伐の中間あたり、10 アール程度を最低単位として、大枝剪定

（ホダギ収穫元株保持）の試みとして埼玉県川越市にて一部試行されている。樹木は先端を切

除することで潜在芽・不定芽が発達することはよく知られているが、全ての枝を切りとって木

を殺してしまう（俗にいう電柱カット）ではなく直径 6cm 程度の大枝や幹の半分程度を 11 月

ころに伐採し、できるだけ元株を大きく保持する強剪定による里山施業方法である。結果とし

て、林床日照を、通常間伐した場合と同程度に向上できる。 

地面の間際で伐る伐採に基づく萌芽更新や、種子から再生させる実生再生という 15～30 年

単位の時間を必要とする長期間をかけた更新でなく、「枝の収穫・更新」を意図するものである。

元株の生命力を維持したままの部分的な強剪定なので、思惑通りにいかず木を枯らしてしまう

可能性がある一方で、レクリエーションのツリークライミング（木登り）用の高木を残すこと

が可能となる。 

基本的に高い木に登って少しずつ伐る方法であるため、専門業者に頼むと何人日もかかって

しまい高い費用が発生すると見込まれるため、業者に頼むというよりは、たとえば林の所有者

である農家等の一部がスポーツ的な感覚でツリークライミングを行い、かつ施業すれば、必要

経費は、人件費を除けば、初期投資の器具類の購入費と、維持経費である道具類の定期的な更

新費用程度で抑えることができる。 

 

また、伐採にあたって、木を倒す方向をコントロールするのに重機であるユンボを使って木

を押さえたり、またザウルスロボのような伐採まで出来る工作機械による伐採も考えられるが、

必要経費は多額になる可能性がある。 

 

③ 工程３：伐木後処理 

 切り倒した木は、先端の細い枝を落とし（枝払い）、太い幹は、一定間隔に切って短い丸太に

する（玉伐り）。薪にする場合には、長さ 30～40cm くらいが好ましい。立木の伐採と比べチェ

ーンソー作業は容易で、危険性も少ないため、チェーンソーの技能講習を受け、基本的な技能

を身につけた人であれば、専門家でなくても行うことができる作業である。 
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細い枝（粗朶：ソダ）は薪としては使えないが、次のような活用方法が考えられる（ソダ処

理）。 

 燃やして灰にして肥料として利用する。 

 林にそのまま積んでおき腐らせる。 

 林内の散策路の境界などに利用する。 

 チップ化して利用する（林床に敷き詰める等も可能）。 

 焚き付けなど燃料用として、薪とともに提供する。 

  

木を切り倒した後に残る切株や根をどうするかという問題については、抜根を業者に委託す

ると経費がかかり、ユンボ等工作機械を使うにも機器整備やリース、操作技能の習得が必要に

なるため、一概に抜根すれば良いというものではなく、根の処理方法についても場面に合った

有効な対策を選択、考案していく必要がある。 

 

（薪割り） 

30～40cm に玉切りした丸太を薪にするには、斧や機械を用いて細かく割る必要がある。安

全面に配慮すれば、初心者でも斧を用いた薪割りは可能であるし、子どもでも薪割りはできる。

子どもの場合には、大人が立ち会い、小型の斧を利用することも考えられる。 

丸太の量が多い場合には、薪割り機が、時間や労力の面では圧倒的に効率的である。当協議

会では、薪割り機も活用している。とくに、節がある場合など、斧で割ることが困難な丸太で

あっても薪割り機は人力が及ばない動力を有しているため難なく割り切れる。そして、処理ス

ピードも速い。 

 

（伐木から薪づくりまでのイベント） 

 薪づくりの際に、伐木作業、玉伐り作業、薪づくりなどの各作業を初心者でも行える作業、

ある程度の経験者でないと行えない作業など、様々な人が参加できるイベント形式にして都市

住民の参加型で実施することも可能である。 

とくに、薪ストーブユーザーの場合には、薪を得る目的で参加意欲も高いことが多い。たと

えば、玉伐りだけして、薪割り以後は、薪ストーブユーザーに自由に持って帰ってもらう方式

にすれば、薪を保管して乾燥する手間を省くことが可能であるとともに、薪ストーブユーザー

にとっては参加費や薪の購入価格を低く抑えることが可能となり、両者にメリットがある。 

 

作業効率の面では機械には叶わないかもしれないが、機械化が進んでいるとはいえ、人手で

ないとできない作業は残っているため、大勢の参加で伐採後の処理が効率的に進むことも少な

くない。 

都市住民に緑に触れる機会を提供し親しんでもらう。そして、身近な緑を守るには手入れが

必要であることを多くの人に理解してもらう。そうすれば、都市住民の癒し・レクリエーショ

ンにもなり、かつ、緑地保全に対する理解が深まり、良好な緑地の保全が促進されると考えら

れる。レクリエーション感覚でのボランティア参加等が多数あれば、専門業者に委託する部分

を減らしたり、機械を使わなくても作業したりすることが可能となり、作業にかかる費用の低
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減にもつながる。 

 

また、三富地域は江戸時代から、循環型農業により平地林と農業・農地が密接に関わってお

り、この地域における緑地保全活動を、人々の身近な「食」とつなげて展開することが可能で

ある。移動式のピザ窯では、一つのピザ窯で 20 食程度のピザを用意することができ、参加者が

多数いる場合にはピザの用意が間に合わない可能性もあるが、作業後に地元の野菜等を使った

ピザが食べられることは参加者にとって満足度が高く、強い参加動機になると考えられる。 

薪を使ったピザづくりやバームクーヘンづくりなどは、薪ストーブユーザー以外でも薪を活

用することができ、多様な参加者が集めやすくなると想定される。 

 

④ 工程４：保管・乾燥 

細く割っても生木の状態では薪として利用できないため、薪割り後は 1～2 年乾燥させ、水分

含有量を 15％程度以下にする必要がある。そのためには、薪を積んで保管・乾燥することがで

きるスペースを確保することが必要になる。 

 

⑤ 工程５：販売 

 三富地域は都市近郊であり、近隣に多くの都市住民が生活している。その中には、薪ストー

ブユーザーも多数存在する。薪の販売において問題となるのは、薪自体の販売価格に比べ薪の

運送コストが多額となる点であるが、三富においては、ユーザーに近く運送コストを抑えられ

る点が販売にあたって有利な点である。なお、薪ストーブ事業者と連携することにより、薪ス

トーブユーザーとの関係を速やかに構築することできると考える。 

 

 以上の調査・検討の結果、分かったことは次の通りである。 

 業者への委託は、経費はかかるものの作業スピードや処理量などの面で優れている。 

業者に依頼する場合には、依頼内容を業者でなくてはできない業務に限定することが有効

といえる。なお、大径木化すると伐採コストと危険性は高くなるので、太くならないうち

の早期の伐採が、業者に頼む部分を減らし自分たちでできる管理につながる。 

 平地林管理の各段階に、それぞれ多様な工夫をすることで、コストを抑制することが可能

であり、各作業に習熟し、それぞれの作業のノウハウを蓄積し共有していくことが有効で

ある。 

 都市住民がボランティア的にかかわるにあたって、習熟のレベルに応じ作業を適切に区分

し、三富地域の特色を生かし、食も含め参加して楽しい企画としていくことが重要である。 

 

安全かつ安価に作業を進めつつ、品質の良い薪やしいたけ原木をつくっていくためには、大

径木化する前の伐採が必要であり、これは結果として、江戸時代から行われていた雑木林の萌

芽更新によるサイクルを復活させることにつながると考えられる。 

江戸時代からのサイクルを、現代に合った形で再生させ、農家や土地所有者だけでは管理が

困難である現状において、手入れ作業を適切に区分し、作業の効率性を高めながら都市住民が

その過程に関わり緑に親しむことは、都市住民にとっても癒しにつながる。ひいては、都市住

民が緑ともう少し親しむ新たなライフスタイルの提案と実践につながる。 



40 

 

第３章 先進事例の調査 

 

１．栃木県の広葉樹林保全の現地調査 

日時：平成 26 年 8 月 24 日（日）曇り時々小雨 

場所：栃木県塩田町、矢板市、さくら市など 

参加：協議会関係者 10 名 

目的：栃木の里山の広葉樹林施業を見学  

案内人：津布久隆氏（著書：里山の広葉樹林管理マニュアル） 

企画名 栃木県矢板市周辺の広葉樹林の見学会及び勉強会 

内容詳細 広葉樹林の森林施業については先駆的な実績のある栃木県の広葉樹林帯を

視察した。 

広葉樹林の施業計画の第一人者である、栃木県で林業普及員を勤めてきた県

北環境森林事務所の津布久隆氏に、広葉樹林 10 か所を案内してもらった。 

主な見学内容は以下の通りである。 

①広域樹林整備 

751 本切る、針葉樹と比較し、広葉樹は単位面積あたりの材積が少ない、60

〜70 年たっている。残す木を考えながら、抜き伐りをしている。ヤマザクラ、

アカシデが手前にある。皆伐だと、山林所有者が自然破壊や金がないと言われ

る場合もあるので、抜き伐りが良いということもある。補助金も含め、黒字と

なっている。 

抜き伐りをして下刈りをすると下草が出てくる。アカシデは売れない。栗は 3

年目から売れるし、栗の種は動物が持ってくるもので、育ちが良い。 

一般に、クヌギは人間が植えたもので、種から自然に育つものは少ない。コナ

ラも種から育つものは少ない。コナラの太いものは、木としては大した値段に

ならず、細いほうが高く売れる。 

朴の木は育ちが良い。林業の材価は上下するので、博打のような性格もある。          

ここでは、落ち葉を取ることは想定していない。 

下草刈りでは、間違えて木を切ることがある。15 年くらいで収益を上げられ

ると良い。落ち葉かきをしておけば歩ける。年 2回くらい下草刈りをやる。1ha5

万円で補助金を入れて下草刈りができる。 

抜き伐りにあたっては、残す木にテープをまく。リボンつけはボランティアで

できる。効率性の悪い作業であり、業者はやりたがらない。 

多様な樹種の抜き切り 

チップ用材なら業者が取りに来るが、重量が基準となる。重さ 0.68m3 で水を

含んでいる。 
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②広域樹林整備 

黄色い山あり→カタビロトゲハムシにやられている。 

萌芽更新は、地際からではなく木の中間で伐っている。高さが 1.8m くらいで

伐っておくと、新しく出た芽が鹿に食べられないですむ。この辺りは、鹿の食

害が多いためこのような伐り方をしている。 

木の伐採作業車・ザウルスロボだと高い木を安全に、かつ、素早く切れるため、

作業効率は高い。コナラを残しておけば、改良伐採にあたるため補助金がもら

える。抜き伐りをしたことで、カタビロトゲハムシがいなくなった。 

地元の業者の中には、ザウルスロボを持っていて、1ha70 万円くらいでやる業

者がいる。一般の民間事業者だと 150 万円くらいである。 

ザウルスロボは購入すると 1600 万円で、リースだと月 50 万円くらい。 

③シイタケ原木林 

シイタケは 10 年 1m3 で 10 万円くらいになる。お茶炭用のナラは、もっと高

く販売できる。 

④広葉樹林整備 失敗の現場 

強く伐り過ぎで、下草刈りをしていなかった。クズ（つる性の植物）が生える

林はコナラが生長しにくい。 

アレチウリが出ると下刈りの手間が倍になる。外来種や雑草、シカ対策が課題

となっている。 

70 年経過した木だと、萌芽更新が上手くいかない。 

企業に貸し出した 県民の森では、一般の人が関わっている。 

茂木町では、町で落ち葉を買い上げ、堆肥にして販売しているため、住民が落

ち葉を集めるインセンティブとなっている。15kg の袋で 400 円。道際に並べ

ておけば、持っていってくれる。 

福島の良心的な業者は、㎥ 5000 円でないと取引したらダメとか適切に判断し

てくれる。森林山村多面的補助金は 16 万円で安い。 

⑤茶炭原木林 

お茶炭のクヌギ林で、長さ 90cm でも 40cm でも良く、牛乳瓶くらいの太さで

良い。ここでは１ha で 3000 本の植え方が標準となっている。 
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実施結果・分析 以上の通り、10 か所はそれぞれ樹種や管理方法、伐採後の経過年数が異な

るもので、比較検証することにより、三富で行える管理方法や目標となる保

全・活用状況について勉強することができた。 

木の伐採方法や活用方法についても、多様な情報を得ることができた。 

⇒三富では、人が林内に入って、緑と触れ合える形で平地林を管理していく

ことが目標であることを確認した。 

木の伐採における補助金の利用の可能性があること、伐採方法（業者によっ

てどのような林の伐採が得意か不得意かの違いもある）や伐採材の利用方法が

多様であることを理解した。 

課題 ・森林の伐採を業者に頼む場合、業者によってコストが異なるため、複数の

業者にコストの見積もりをしてもらい、比較検証し、三富の平地林の伐採をし

ていく際の指針を積み重ねる必要がある。 

・広葉樹の材木の利用方法は多様であるため、どのような活用方法が三富に

合っているのか比較検証する必要がある。 

⇒まずは、薪や木工の可能性を検証予定。 

予定 複数の業者に見積もりをもらうために、対象となる林地を決定し、見積もり

取得に必要なデータ（現状の木の生育状況、生育本数等）、どの程度の伐採を

行い、伐採後、どのような林で管理していきたいかを、メンバーで検討する。 
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〈写真 3-1-3企業の森 植林直後 〉 〈写真 3-1-4 企業の森 植林後の手入れ不足 〉 

〈写真 3-1-1椎茸原木安定供給モデル〉 〈写真 3-1-2椎茸原木安定供給モデル〉 

〈写真 3-1-6 茶炭用の細いナラ 
萌芽更新されている〉 

〈写真 3-1-5 荒れた林〉 
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２．プロによる森林手入れ（伐採）の費用の調査 

日時：①H26/8/14 に 1 回（木の伐採見学）、H26/9/7、10/2 に 2 回（ヒアリング） 

    ②H26/8/26 に 1 回（ヒアリング） 

場所：所沢市下富                 

参加：協議会関係者：5 名 

目的： 森林の新しい活用方法を調査し、平地林の保全・活用体験メニューの参考とする。 

内容 プロによる広葉樹の伐採見学・ヒアリング、森林組合ヒアリング 

内容詳細 ①木の伐採のプロである造園家による広葉樹の伐採を見学し、ヒアリング 

②木の伐採のプロである森林組合にヒアリング 

実施結果・分析 ①伐採のプロである造園家による伐採現場に立ち会い、どの程度の時間、

人数で、どれだけの手入れ作業ができるか実地調査するとともにヒアリン

グ調査実施。 

→伐採する木の周辺環境にもよるが、プロの手では、高くて太い広葉樹で

も、早ければ 1 本あたり 10 分程度で伐倒ことができることがわかった。ま

た、実際にチェーンソーで伐採する人が 1 人、クレーンを操作する人が 1

人、地上で片づけ作業をする人が 1 人という少人数体制であっても、作業

の連携がうまくいくことで、スムーズな伐採ができていた。 

なお、この日に伐倒された木は、1 日で合計 6 本で、上部の太い枝を下ろ

された木は合計 2 本であった。 

これだけの作業で価格としては 30 万円程度とのことであった。 

⇒高木化・大径木化した広葉樹を伐採する際は、多少コストがかかっても、

プロに任せることが効率的かつ安全であることが分かった。 

一方で、伐倒した木の処分に費用がかかるとのことであった（太いケヤキ

の場合、1 本あたり 7 万円程度かかる）ため、木を活用する方法の確立が

重要であると感じた。 

②三富地域を活動対象とする西川広域森林組合に話を聞いた。三富周辺の

平地林の手入れを請け負うことも多いが、大径木化した広葉樹を切ること

はまれとのことであり、また、切った木は処分していることが多い（一部、

家具で使う場合もあるが、件数は少ない）とのことであった。 

広葉樹の伐採は造園家が請け負うことが多いとのことであり、伐採の担い

手を見つけることも容易ではないこと、また、広葉樹の活用方法は今後、

開発していく必要があることが分かった。 

課題 ・どのような作業からどのような作業までをプロに頼み、コストの最適化

を図るか、伐採費用の見積もりを集めて比較検証する必要がある。 

・林材の活用法は、今後開発する必要がある。 
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【平成 26年 8月 14日 プロによる木の伐採】 

 

 作業場所：所沢市下富 

作業時間：8：30～17：00 

 伐  採  ・・・1人 プロ（造園家） 

 機械操作  ・・・1人 プロ（クレーン操作） 

 伐採サポート・・・1人 

 ①現場目⇒完全伐倒 6本 

 ②現場目⇒上層部の枝落とし作業 2本分 

 〈図 3-2-0 伐採現場図①〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クレーン 

設置場所 

１
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①現場目 

上から半分はすでに切られていたもの。 

1回切り。クレーンのロープかけから伐倒

まで 10分。 

8:34 

8:43 

8:44 

8:45 

〈写真 3-2-1〉 

〈写真 3-2-2〉 

〈写真 3-2-3〉 

〈写真 3-2-4〉 
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クレーン 

設置場所 
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2回切り。 

1本切り終わるのに 20分程度。 

〈写真 3-3-1〉 

〈写真 3-3-2〉 
まず途中で切り離し 

〈写真 3-3-3〉 
2回目の切り離し 

〈写真 3-3-4〉 

〈写真 3-3-5〉 

最後に根元か

ら伐り倒し 
〈写真 3-3-6〉 

〈図 3-2-0伐採現場図①〉再掲 

8:53 

8:56 

8:57 

 

9:05 

9:11 9:12 
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クレーン 

設置場所 
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4回切り。 

1本切り終わるのに 30分程度。 

〈写真 3-4-1〉 

〈写真 3-4-2〉 

〈写真 3-4-4〉 

〈写真 3-4-3〉途中での切り離し 

〈写真 3-4-5〉 
途中での切り離し② 

〈写真 3-4-6〉 
 根元からの伐採 〈写真 3-4-7〉 

〈図 3-2-0伐採現場図①〉再掲 

9:40 

9:41 

9:49 9:50 

9:59 

10:05 
10:06 
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クレーン 

設置場所 

②現場目 

高く伸び、枝を張っている２本のナラの高い枝

を、少しずつ何回にも分けて切っておろして運

んで、の繰り返し。 

8 

7 

〈写真 3-5-1〉 ①現場目 
 本日伐り倒した木 

〈写真 3-5-2〉 
〈写真 3-5-3〉 

〈図 3-5-1伐採現場図②〉 

11:53 
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３．森のようちえん見学 

日時：平成 26 年 10 月 2 日（日）曇り 

場所：山梨県北杜市の公益財団法人キープ協会の「清里聖ヨハネ保育園」 

参加：協議会関係者：10 名 

目的：森林の新しい活用方法を調査し、平地林の保全・活用体験メニューの参考とする。 

内容 森のようちえん見学 

内容詳細 山梨県北杜市の公益財団法人キープ協会の「清里聖ヨハネ保育園」の視察 

実施結果・分析 キープ協会は、1938 年に農村コミュニティづくりを目的として設立された

団体であり、八ヶ岳山麓の国立公園を始めとする広大な自然環境の中で、

森林保全活動、農業学校、環境教育、国際協力等の事業に取組んでいる。 

長年、森林保全活動に携わってきており、レンジャー（国立公園の管理員）

の経験があるスタッフが、保育園の野外活動に関与していることから、幅

広く専門的な体験授業（森林の生きものを継続的に観察するなど）が可能

となっていた。また、安全面にも非常に注意がされており、大きな事故は

発生したことがないとのことであった。 

⇒森林に関する専門的な知識・経験を有するスタッフが、保育の専門家と

協力して実施することが、奥深い森林体験活動につながることが分かった。 

 

課題 ・当協議会の中には、保育の知見があるメンバーはいないため、将来的に

は保育・教育分野の専門家の協力を得たい。 

・当協議会のメンバーは平地林の活動経験はあるため、平地林において安

全面に配慮しながら木育体験を積み重ね、平地林における木育ノウハウを

蓄積し、平地林の保全・活用の担い手を育成に寄与できるようにする。 

 

予定 枝拾い・下草刈り体験、落ち葉掃き体験、木の伐採を含む木工アートの木

育等→11 月～1 月にかけて、各 1 回程度合計 3 回程度、開催する上で、上

記の視察結果を参考にする。 

まとめ 森のようちえんは、一般的な幼稚園に比べても人気がある（小さいうちに

自然に触れる経験をさせたいと考える親が少なくない）。三富の平地林と農

地は、近隣の多数の都市住民にとって、身近で自然と触れあうことができ

る場として、森のようちえんの需要はあると推測される。 
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〈写真 3-6-1公益財団法人キープ協会〉 

〈写真 3-6-2森のようちえん 保育中〉 〈写真 3-6-3森のようちえん 保育中〉 

〈写真 3-6-4子どもへ火起こし指導〉 〈写真 3-6-5森の中での薪保管〉 

〈写真 3-6-7幼稚園脇での薪保管〉 〈写真 3-6-6石製のロケットストーブ〉 
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４．シンポジウムの実施  

里山を考える講演会「未来は里山のふもとから始まっている」 

主 催 ：三富平地林保全活用協議会・生活クラブ生活協同組合 

日 時 ：2014 年 11 月 22 日（土）10 時～12 時  

場 所 ：朝霞市産業文化センター（埼玉県） 

参 加 ：140 名 

目 的 ：三富地域を都市住民へアピールするため、有識者の基調講演と協同村構想の発表。  

基調講演：藻谷浩介氏（地域エコノミスト） 

構想発表：菊一敦子氏（生活クラブ生協理事・三富平地林保全活用協議会副会長） 

まとめ ：鬼頭秀一氏（星槎大学教授・協同村構想アドバイザー） 

企画名 里山を考える講演会「未来は里山のふもとから始まっている」 

内容詳細 【開会挨拶】：清水泉氏（生活クラブ生活協同組合理事長） 

・本日シンポジウムの開催主旨について 
 

【協同村構想発表】：菊一敦子氏 

・三富平地林保全活用協議会と生活クラブ生協が共同作成した協同村構想を発表。「農」

をコンセプトに「持続可能な社会と環境を作る」、キーワードは「遊び仕事」、多様

な人々が登場し生き生きと輝く居場所「協同村」をつくる。農業者と市民が共同し

農業法人を設立し、運営母体を担い都市住民が農業と緑地（平地林）保全に参加す

る仕組みを作り出していく。 
 

【基調講演】：藻谷浩介氏 

・著書「里山資本主義」で著名な藻谷氏の基調講演。協同村構想発表を受けてその必

要性や重要性について藻谷氏流に後押していただいた。 

・講演要約として、日本の人口構造について説明。減少する時代に何が重要か倉庫や

箱物じゃなく自然環境の整備や保全が重要であること。日本の貿易構造について収

入と支出の構造を輸入エネルギーに頼っている実態を分かりやすく説明された。マ

ネー資本主義の欠陥を補うサブシステム「里山資本主義」の実践例と必要性につい

て、物々交換を例に説明された。日本面積の 75％にあたる森林資源の活用について、

新たな技術による木造住宅建設、木屑の燃料化など利用の可能性あり。対日本と貿

易黒字構造にあるスイスやフランスなどの構造について、ブランド戦略をキーに話

された。 

・地域が持っている資源を利用すること。高品質な商品化・ブランド化。地域内で連

携での可能性。薪などの地産地消でエネルギー代を削減する等、金銭に頼らない生

活を少しずつからでも始めて、人と人がつながる関係を楽しむ生き方もあるのでは

ないかと投げかけた。 
 

【まとめ】：鬼頭秀一氏 

・協同村構想の中で「遊び仕事」をキーワードとして、稼ぎが目的でない働き方・社

会参加の仕方がこれから重要と説く。「遊び仕事」の提唱者である鬼頭氏には、藻谷

氏の講演を受け、シンポジウムをまとめてもらった。 

・例えば山菜取り、キノコ狩りなどお金にならないが、やって楽しく食料を調達でき

るという効果がある労働がある。更に収穫したものを他の人へお裾分けするなど、
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買ってきたものでは発生しにくい人の交流やモノの交換などに発展する。生活を賄

うだけの収入にはならないが楽しみと節約を得られる作業。人のつながりを重要視

しマネー資本主義でない遊びと仕事、都市と農村が交わる領域が必要。そのために

は、農村の活動に都市住民が多く参加する仕組みを構築し実践することが重要。三

富の協同村はそのような遊び仕事の場になることが期待できる仕組みである。人間

らしさ、心の豊かさ、幸せを体現できる空間を期待する。 

実施結果 

・分析 

・藻谷氏からの基調講演は、里山・平地林を守ることが 21 世紀において重要だという

ことを伝えるのに大変参考になった。世界の中の日本を知ること、少子高齢化の日

本で重要なのは持続可能な環境であり工夫であるとデータを用いて理論的に説明さ

れ、参加者への問いかけとなった。 

・三富落ち葉堆肥野菜をブランド化することも農産物販売の鍵になりえる。売ってい

る人と買っている人を連携する取組みや、農業生産や環境保全を体験できる場をつ

くり農地や環境の価値を理解してもらうべきとのアドバイスは生活クラブ生協の実

践と共通する部分で、三富の平地林保全活用のために実践できる提言であった。 

・参加者の反応は、農業と消費者が分断されていると感じている人が多く里山資本主

義的な地産地消に興味を持つ人も多かった。また子どもに緑の環境で色んな体験を

させたい親が多くいた。 

今後の 

予定 

協同村構想に基づき都市住民と「農」と「緑地」を結ぶ「遊び仕事」の実践を三富で

実践していく。農業者と市民で農業法人を立上げ、運営を担う組織を作っていく。都

市住民が「遊び仕事」の実践から担い手になる流れをイベントの実験から探求してい

く。 

 

 

 

〈3-7-1チラシ〉 

〈3-7-2基調講演 藻谷氏〉 〈3-7-3まとめ 鬼頭氏〉 

〈3-7-4会場 質疑応答〉 
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第４章 仕組みづくり・提言まとめ 

 

三富地域における平地林の荒廃の主な要因として、①平地林の手入れをする必要性（薪・落ち

葉堆肥等）の低下（経済性低下）及び②平地林の手入れをする担い手の減少（管理主体の減少）

の２点があり、それぞれについて調査を行ってきた。 

この調査結果、認識された三富の平地林保全に関する前提は、次の通りである。 

 社会的共通資本としての農地・緑地  

農地や緑地は社会的共通資本であり、農家や平地林所有者のためだけのものではなく、人

類すべてが生きて行くうえで必要不可欠な生命活動・生活の基盤環境である。この社会的

共通資本を、持続的に維持し存続・創出していくことが、人類の生存にとって重要である

このことを都市住民・農業者ともに広く共通認識としていくことが求められている。 

 循環型農法の環境的意義と歴史性  

三富地域において江戸時代から続く平地林の落葉堆肥を活用した循環型農業は、落ち葉が

微生物により分解されて堆肥になるなど、生物多様性が豊富で、平地林の定期的な更新で

は、二酸化炭素排出量の削減などの効果もある。このように三富の平地林は歴史性と環境

的意義を兼ね備えている貴重な環境である。 

 多様な主体のもとでの持続可能な経済的仕組み  

農地と平地林は密接な関係をもち、地域の農業を支えるとともに、広く地域住民の生活に

役立ってきた。その意義は現代でも変わらず、その価値を再構築し経済的に持続可能な仕

組みとしていく必要がある。経済的な持続可能性を探るにあたっては、都市住民だけでな

く企業等の協力や、税負担の見直し等も考えていく必要がある。 

税負担については、平地林の高額となる相続税の問題がある。本来、三富の平地林は、農

用林として、落ち葉堆肥の供給源としてなど農業と密接に関係している空間である。つま

り、平地林は農地に準じるものであり、持続可能な農業の維持に加えて、防災機能、景観

維持機能といった今日的価値がある。そこで、平地林の管理を適正に行っている（下草を

刈り、伐採が困難となり倒木等の危険性が高まるような大径木化する前に木を伐採して萌

芽更新させるなど）良好な環境・景観維持に努めている平地林には、農地に準じて相続税

の猶予を認めるなど、税制上の対策が必要であると考える（現在、平地林の評価額を減免

する森林施業計画の制度等があるが適用できる市町村が限られている等の課題がある）。

これにより、平地林所有者は良好な平地林の維持管理に努めるインセンティブが増加し、

緑地環境が維持しやすくなることが期待される。 

 

これら調査の全体的な結果と前提を踏まえ、冒頭の２つの課題の対策を、以下の４点にまとめ

た。 

① 平地林手入れの必要性低下 

 提言まとめ③：林産物から得られる収入 

 提言まとめ④：定期的な伐採・更新、管理・手間・費用抑制 

② 担い手不足：新たなライフスタイルの提案 

 提言まとめ①：良好な緑地環境を創るため都市住民の参加 

 提言まとめ②：平地林を環境教育の場として活用 
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四季折々の 
イベント 

第 1ステップ 

①良好な緑地環境を創るため都市住民の参加 

都
市
住
民 

三
富
の
フ
ァ
ン 

担
い
手
づ
く
り 

第２ステップ 

達成感 
役立つ 

食 遊
び 

楽しみと役立った感を 
味わえる企画が有効 

提言まとめ① 新たなライフスタイルの提案 

認知度

UP 

リピーター 

① 良好な緑地環境を創るため都市住民の参加 

都市住民の意向調査アンケートからは、身近で木に触れられる場所がない人が多く、

緑（森林）や畑（農作業）に関心があり体験したい人が多いことが分かった。 

また、三富の認知度は低いが、イベントに参加した人の満足度は高く、また参加し

たいという意向が多いことが分かった。 

すなわち、三富地域で緑と触れ合えることは都市住民にとって魅力が多く、そのよ

うな場所が近くにあることを知った人はまた参加したいと思う人が少なくない。 

都市近郊に立地し「緑」と「農」・「食」がセットで存在する三富は、都市住民にと

って緑に親しみやすい格好の環境であるため、認知されれば、大勢の人が関われる場

所になる可能性がある。 

 そこで、まずは、三富の認知度をあげることが重要である。 

手始めに、四季おりおりの多様なイベントを企画し、認知度を上げる（＝ファンづ

くりの段階）。その際は、「食」や「遊び」といった楽しみの要素を多くし、参加者数

を増やす工夫が必要である。 

次に、平地林を管理する担い手になってもらえるよう、「役立った感」や「達成感」

が味わえるような企画を組立てていく。 

また、遊びがおのずと平地林管理に役立つような企画を組み立てることも有効であ

る。 
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②平地林を環境教育の場として活用 

提言まとめ② 新たなライフスタイルの提案 

学校教育と連動し都市住民と保全の連携 

平地林を環境教育の場として活用 

森のようちえん、小中学校の環境学習、等 

⇒林産物以外の収入源としての可能性 

②平地林を環境教育の場として活用 

 

認知度を上げる／担い手を増やすためには、地元の学校教育と連動することも有

効と考えられる。 

 

学校教育の中で環境教育のメニューとして、地元である三富の自然に触れ、手入

れの必要性等を理解する機会を設けることができれば、一定人数の継続的な来訪

が約束され、また、子どもたちが三富の緑に親しめば、その家族も三富の緑に対

する理解が進むと考えられる。 

 

これにより、近郊都市住民との間で保全活動の連携の輪が広がるだけでなく、平

地林管理者に、環境教育のメニューやノウハウが蓄積されれば、環境教育講座を

有償で提供できるようになる可能性もある。 

そうすれば、三富の平地林が平地林のままで収入を生むことになり、林材を活用

する以外の新たな収入源となり、平地林管理の採算性の向上も期待される。 
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③林産物から得られる収入 

提言まとめ③ 新たなライフスタイルの提案 

林
産
物 

再
生 

放
置
林 長期計画＋行政等の協力 

実験の体制づくりから 

④定期的な伐採・更新、管理・手間・費用抑制

 

再生には長期間かかる 

適正時期に伐採・更新 

費用の抑制 

管理手間減らす 

高木 

大径木 

③林産物から得られる収入 

放置された三富の林は林産物を収穫できる状態にない。その林を、林産物を収穫で

きる林に再生するには長期間かかると想定される。 

合わせて、林産物から得られる収入について更なる実証実験を重ねることが必要で

あるが、両者ともに長期間かかることが想定されるため、行政等の協力を得ながら実

験の体制づくりから始めることが必要である。 

 

 

④定期的な伐採・更新、管理・手間・費用抑制 

以下のような手法を組み合わせて、林の管理にかかる手間や費用を抑えることが有

効である。 

・大径木、高木になる前に定期的に伐採・更新し、伐採費用を抑える 

・抜き伐りなど伐採手法の工夫し、伐採費用をおさえる 

・ソダを焚き付け・境界などとして有効活用し、処理費を減らす 
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緑とより触れあうライフスタイルへ 

提言まとめ④  仕組み作りと新たなライフスタイルの提案 

四季折々を感じられる場 

都市住民が失った何か 緑地空間と触れあえる場 

三富の環境を利用  

季節感の希薄化 

緑地空間で得る癒し 

農林産物を生み出す喜び 

環境保全へ参加する達成感 

三富地域 

緑とより触れあうライフスタイル 

 

普段は疎遠な自然と多様に触れあうことにより、都市住民の暮らしが、今まで

よりも少し豊かになることが期待される。 
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今後の取組 VOL.Ⅰ 

音楽 

木育 

食育 

都市住民 
の参加 

多様な企画 

役立つ・達成感 

リピーター 
増加 

イメ
ー
ジ 

担い手誕生 

今後の取組 VOL.Ⅰ 

 

市民が平地林に関われる多様な機会を設ける。 

その場合に、食・木育・音楽など、楽しみを感じやすい企画を考案する。 

三富の平地林に、付加価値を与えて、参加して楽しくリピーターを得られるようなも

のとしていく。 
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今後の取組  VOL.Ⅱ 

 

生活者が 
技術習得 

高木伐採 

実践＋普及活動 

低コスト化 

今後の取組  VOL.Ⅱ 

プロでなくても高木の伐採等ができる技法であるアーボリストの技能を高めつ

つ、その実践や普及を行う。 
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以上のまとめを終了するにあたり、一つの参考事例を紹介する。 

 

東京・埼玉周辺の都市住民を対象として、生活クラブ協同組合・埼玉が三富地域において実践

を予定する「三富的ダッシュ村構想」（上記の提言を実践しようとする構想）である。 

 

今後の取組  VOL.Ⅲ 

 

 地主である
農業者だけ
の管理 

農業者 

緑地・農地管理が 
行き届かない 

生活クラブ 

都市住民 

その他 

組織化 

共同して 
管理 

緑地・農地 

の適切な管理 

緑地環境 
の荒廃 

良好な緑地空
間の再生 

＜従来＞ 

農業人口

減少 
農業者の 

高齢化 

＜将来＞ 

良好な緑地 
空間の再生 

今後の取組  VOL.Ⅲ 

 

平地林の地主である農家だけに緑地・農地の管理を任せるのでなく、共同して管理

運営していく仕組みとして農業者と共に都市住民や生活クラブなど多様な主体が一緒

になって緑地・農地に関われる仕組みを作る。 

その仕組みを継続するためには、組織化していくことが必要である。 

そして、その組織が中心となって、初心者でも気軽に参加できるような、緑地・農

地保全イベントの運営者となり、都市住民の受け入れの受け皿となっていくことが期

待される。 
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『三富的ダッシュ村構想 ～持続可能な農と生活といのち～』（生活クラブ生協・埼玉） 

①はじめに 

『ザ!鉄腕!DASH!!』（日本テレビ）で人気の DASH 村は、ＴＯＫＩＯの 5 人が地元の人達の協力を

得ながら、民家の再生や農作物の栽培、動物の飼育などに励む企画である。福島第一原発の事故

でやむなく中断してしまった DASH 村であるが、若いメンバーたちが作業をする中で見せる生き

生きとした表情や、農業や昔ながら生活の知恵を教えてくれる方との世代を越えた交流がとても

印象的な人気企画であり、緑と共生する新たなライフスタイルを示唆するものであった。 

こんな風に誰もが生き生きと輝ける場 “ダッシュ村”がたくさんあれば、日本中が元気に

なる。大勢の関わり（参加）により平地林の維持が可能となるものと考えられる。 

日本の原風景は、山・川・海・森林といった「自然」と、農林漁業という「仕事」が共存する

風景である。その原風景は、担い手不足を生じており、農林漁業という第一次産業の担い手だけ

で守っていくことは限界がある。 

そこで、着目し大切にしたいのは、第一次産業の持つ多面的価値である。自然環境・生物多様

性・景観の保全、防災機能、文化伝承等の精神的な価値等、生産以外にも多様な社会的側面があ

る。特に、自然や「第一次産業」への都市住民の憧れとは裏腹に生産と消費が乖離している現実

があることから、生産者と消費者のかかわり方を変えていく必要性が高い。 

「遊び仕事」をキーに多様な人々が登場する仕組みを提案する。ダッシュ村では多様な形で「仕

事」に関わる多くの人々が登場する。それぞれに合った「仕事」とのつきあい方と並行し「生産

そのものに参加する消費者」が、第一次産業にかかわる人と協同して、生産法人を設立する。原

風景を、農林漁業という第一次産業の担い手だけで守っていくことに限界があるならば、地域住

民とともにリスクとコストと責任を分かち合う仕組みとして、共同出資で生産法人を作る。生産

販売を行うと共にダッシュ村で人々が生き生きできるよう日常的な管理運営を、共同で担うもの

とする。 

 

③ 「遊び仕事」＝第一次産業と遊びを結ぶキーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころの豊かさにつ

ながる遊びもお金で

購入し消費する遊び

へ 

経済発展のために自

然を搾取する関係 

農林漁業の仕事 

生業の産業化 

生業と都市住民の遊びの相関

図 

社 会

的 

精 神

的 
物 質

的 

 

経 済

的 

都市住民の遊び 

遊び仕事 

 

 

人と人との関係 

もの 

人と自然との関

係 

こころ 

「遊び仕事」の提唱者 

：鬼頭秀一氏（星槎大学教授） 
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第一次産業の営みには、生産と生活と環境がワンセットで存在する。農家は「百姓」と言われ、

多様な能力がなければできない仕事と言われてきた。第一次産業の仕事は、人間として生まれ持

ってきたあらゆる能力を十分に発揮し自然と共生する仕事である。 

規模と機械化で経済性を追求する生産、代々引き継ぐ家業、労働力の提供、自然やいのちに触

れる癒しの場、体験や学びの機会など農の営みは多様である。 

第一次産業の仕事と、都市住民の暮らしや遊びとの接点もなくなってしまった。「仕事」は、経

済性（儲かること）が優先され、「遊び」は、商品として購入する時間消費型都市生活の中で自然

との距離も遠のいている。生業と遊びを極端に分けるのではなく、接点となる部分を作り出すの

が「遊び仕事」である。 

 

第一次産業はもっと精神的・社会的な営みを取り戻す。都市住民は、生業としての農業を理解

する。それぞれが幅を広げて、分断された領域の接点を見つけていく。「遊び仕事」とは、私たち

が考える都市住民と農や地域環境とのかかわり方を示すキーワードである。経済的には「頼りに

ならず」、成果や収穫は「あてにはならず」、作業としては「けっこうきつい」･･･が、いったんそ

の楽しさにはまると「なかなかやめられない」、それが遊び仕事である。 

 

「遊び仕事」は、作物を作る、道具を使う、料理をする、手入れをする、壊れたものを直す、

景観を整える等々…生活のためには、知恵と技術が必要である。誰にも居場所を作り大人たちは、

生きる知恵と技術を伝える。若者たちは、それを学び競争とハードワークで失った何かを取り戻

し、子どもたちは、楽しそうに働く大人の姿を見ながら自然の中で遊ぶ。「遊び仕事」を囲む人と

環境の中にいることで、いのちに触れる機会を作る。大人も子どもも自然の中で、たくさんの「生

きる知恵」を学ぶことができる。年齢も障がいの有無も関係なく交流し、学びあえば、お金に頼

らなくても手に入るものが沢山あることに気が付く。 

 

「遊び仕事」は、効率のために環境を壊すのではなく、強いものだけが生き残るのでもなく、

多様性と共存が大事なこと、お金で買うだけが解決の方法ではないことなど、持続可能な社会に

何が必要なのか気づかせてくれる。 

 

「遊び仕事」の舞台は里山にある。遊び仕事は「第一次産業」の営みの中にある。多様な人々

の多様なかかわりにより、平地林・農地が保全されることとなる。 
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③多様な人々が登場する仕組みづくり ～ダッシュ村で、こんなことしてみたい！～  

◆どんな世代も楽しみを見つけられる場をつくる  

・森の幼稚園、自然体験＋遊び。  

・若者が参加しやすい。 

・援農ネットワーク 

・おじいちゃん、おばあちゃんの登場。自然の中で遊んだ経験が 

豊富な世代が、見守り＆遊びの伝承者として登場する。 

・大人も遊べ、癒される。 

・誰もが一緒にいられる。 

  

◆食農文化、生活技術、知識知恵を得られる場をつくる 

・農作業、もの作り、食事作り、エコハウス作り 

・衣食住、ゼロから作る。なんでも実感できる。生きる力を得られる。 

自由な発想ができる。 特に子供たちに体験させたい 

⇒例 木,草染め、わらや泥で小屋んどをみんなでつくる。 

・食べ物は自分たちで作る。旬を食べる。採れたてを食べる。 

・ピザ窯、エコストーブでの調理 

・オープンテラスでの食事 

・平地林（ヤマ）を通して年間楽しめる。身近なもので楽しみながら生活技術を学ぶ。 

 

◆癒される場をつくる 

 ⇒自然がある、ゆっくりできる、季節感を感じる 

・絵本や図鑑の植物などの知識が、実際に実物で観察できる 

→知識を体験でつなぐ場 

・ハンモックカフェ 

・不用品交換のできる場 

・エコの見本市（モデル展示場）自然エネルギー（太陽熱温水器や風力発電など）の見本 

 

◆新たな生産従事者をつくる 

・遊びから「遊び仕事」へ都市住民がかかわることで、第一次産業を生業にする人が登場。 

・育成のための研修や空間が農業法人によって用意されている。 
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④「生産する消費者」像のバージョンアップ！ ＝ 農業法人設立 

消費者と生産者の進んだ関係として、わかって食べる、計画的に消費する、生産原価を保障す

る、……それを「生産する消費者」と表現した。持続可能な社会作りのためには、さらにもう一

歩踏み込み「生産」そのものに参加することが必要である 

分断された第一次産業と都市生活において、第一次産業はもっと精神的・社会的な営みを取り

戻す。都市住民は、生業としての第一次産業を理解する。都市生活者が本格的な第一次産業にチ

ャレンジしてみることで、それぞれが幅を広げて、分断された領域の接点を見つけていく。まず

は、遊び仕事から。徐々に生産へ。その行為をやりやすくする仕掛けが、生産者と地域の市民と

が一緒につくる農業法人である。 

農業法人を立ち上げ、第一次産業を中心にしたまちづくりを実践し、多くの参加によって「第

一次産業」が継続できる仕組みを構築する。消費だけではなく生産活動も行う。いずれは加工工

場を建設し自ら加工まで手がける。福祉作業所と連携し、障がい者も生き生き働くことができる

場を作る。生産者と地域住民が共同して作る農業法人が、地域内循環のキーとして存在するイメ

ージを作るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、第一次産業の福祉力が注目されています。癒しやレクレーションの場としてだけでなく、

健康づくりや治療の場として機能が認められつつある。精神的な障害からの回復を図るグリーン

ケアの場としてなど連携の活動が広まっている。 

 

第一次産業の仕事力も注目されている。6 次産業化や技能訓練（あてになる援農ができる人材

育成）だけでなく、本格的な雇用に備える前の中間就労の場や障がい者の雇用の場（福祉的就労

事業）としてなど第一次産業の営みの幅の広さが多様な人材を受け入れる。 
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調査概要 

調査名 緑と共生するライフスタイルの創出に向けた多様な主体による新たな平地林の管理・活用方

策実証調査 

団体名 三富平地林保全活用協議会 

背

景

・

目

的 

■地域の概要 

・調査対象区域は、三芳町上富、所沢市中富、所沢市下富の三富新田とそれに連なる平地林「くぬ

ぎ山」（約 1,600ha）の区域である。区域内人口は 11,592人（上富・中富・下富：平成 24年 12

月末現在）、緑地面積は約 250haであるが、同区域のある所沢市の人口は 34万人（平成 26年 12

月末現在）であり多くの都市住民が暮らすベットタウンに隣接し、かつ、東京からも 30kmとい

う近距離にありながら、まとまった緑地と落ち葉堆肥を利用した循環型農業が残る地域である。 

・三富地域の平地林は、高度経済成長期より工場・倉庫等への転用が始まり、関越自動車道の全通

（1985）等もあり、道路の拡幅、土地需要の増大と相続税負担から平地林を手放す地主も多く、

産廃処理施設、資材置き場、更に、近年では、老人福祉施設、病院、墓地・霊園等が増加して緑

地面積の減少及び緑地環境の荒廃が進行している。 

■背景・目的 

・三富地域に残る平地林の管理については、昨今は、所有者である農家だけでは手入れが行き届か

ず、下草の繁茂、木々の巨木化、ナラの立ち枯れなどが問題となっている。 

・そこで、手入れの担い手不足対策として、近隣の都市住民等が平地林の手入れに参加する機会を

増やし、都市近郊の良好な緑地環境を取り戻すとともに、都市住民が緑と共生する新しいライフ

スタイルを創造するために実証的な実験を行うことを目的とする。 

調

査

内

容 

（１）協働による農地・緑地保全の実証実験 

1、参加型イベントの開催･･･（全６回） 

・新たな担い手として期待する都市住民に三富の平地林に足を運んでもらい、みどりや農を楽し

むための施策として、江戸時代より平地林と農地がつながりながら循環型の生活が築かれてき

た三富の仕組みを現代に活かす「食育」「木育」イベントをいくつかの内容で実験的に実施し、

参加者の参加動機や満足度を調査した。 

・イベント内容：落ち葉堆肥を利用した農産物の収穫加工イベント・薪活用料理イベント(①

H26/8/10・11 名②8/17・11 名、③9/7・16 名)、平地林での木育・食育イベント(④9/15・37

名、⑤11/29・125 名、いずれも食事付き)、落ち葉掃き体験イベント(⑥12/21・8 名、食事無し) 

2、都市住民の意向調査（アンケート）･･･（全３回）H26.9.15(14 名)、10.5(103 名)、11.29(32 名) 

・緑（森林）や畑（農作業）に関心があり体験したいという意向を確認した。 

・食事が付くイベントの際は参加者が多い傾向があり、新たな参加者を開拓できた。 

・三富の認知度が低いことが分かった⇒訪れた人は満足度が高く、また参加したいという意向が

多く示された。ただし、実際のリピーターは少なかった。 

（２）緑地保全のための採算性の検証 

1、伐採実験等による費用の検証 

・長期間手入れがされていない林は、倒木や低木・灌木・下草（以下、倒木等）に覆われ、人

が中に入ることも難しい状態になっている。落ち葉掃きや林産物の収穫等、林の中に入って

活動できるように再生するためには、どの程度の費用がかかるのか、ある一区画（1,300 ㎡程

度、樹木数 362 本）をモデル地区として実験的に検証した。  

・下草刈り、低木の伐採等、専門家でなくてもできる軽作業は協議会メンバーで実施し、高木・

大径木など、危険性が高いものについてのみ、専門家に委託して行った。低木まで含めて伐

採を全て専門家に委託する場合は、最低 65 万円～最高 200 万円（業者により異なる）といっ

た費用がかかることが分かったが、委託する部分を絞ったため、50 万円程度の費用で抑える

ことができた。その分、協議会メンバー等のボランティアの手がかかっているが、ボランテ

ィアでできる作業は十分あり、ボランティア・土地所有者とプロで役割分担をしてやってい

くことが費用を抑え、かつ安全性を確保して手入れを行う上で有効である。 
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・高木を伐採する手法として、ロッククライミングに似た方法で木に登り（ツリークライミン

グ）、枝を剪定したり木を伐採したりする樹木のスペシャリストであるアーボリストの技能を

利用することも有効であり、ボランティアが技能を身に付け身近な樹木の手入れをしている

事例もあり、三富地域でもこのような活動や技能を有する者が増えることが期待される。 

・目的に応じ、平地林の伐採や再生の進め方に工夫の余地がある。たとえば、皆伐・傘伐の使

い分けや木の枝（そだ）を積み上げて通路の境界等に利用による経費抑制など。 

2、伐採実験等による収入の検証 

・林産物の販売等による収入の見込み（薪、きのこのほだ木、炭等） 

→三富周辺では、薪やほだ木等を販売するルートが確立されていないことから、三富の平地林の

林産物からすぐに収入を得ることは難しいことが分かった。しかし、ボランティアや地主による

自家伐採が広がりコストを抑制しながら薪を安定的に供給できるようになれば、販路さえ確立で

きれば採算性が見込める可能性はある。特に、薪ストーブを使用する都市住民が近隣に多数存在

する三富の薪は、輸送コストがかからない相対的に安価な薪として販売できると期待される。 

・林産物だけでなく、平地林の空間を利用して、緑や農に親しむ参加型イベントを開催すること

で、その参加料収入や環境教育による収入を得る方法も考えられる。 

（３）ワークショップ及び先進事例調査 

1、ワークショップ：全 4 回 

①H26/7/8(16 名、本年度の調査計画について議論)、②10/28(10 名、先進事例調査結果の報告、

議論)、③H27/1/13(10 名、実験結果の報告、議論)、④2/11(11 名、実験結果の報告、議論) 

2、先進事例調査：全 3 回①H26/8/24(10 名)、②8/14、8/26、9/7、10/2③10/2(10 名) 

 ①広葉樹林の森林施業について先駆的な実績のある栃木県の広葉樹林帯を視察 

 →補助金も利用しながら経済的に持続できる営林形態を確立している。 

→一旦林を整備すれば 10 年程度の短期間のサイクルで木を伐採し収入を得ることが可能。 

 ②木の伐採のプロ（造園家、森林組合）による広葉樹の伐採を見学しヒアリング 

 ③山梨県北杜市の公益財団法人キープ協会の「清里聖ヨハネ保育園」（森のようちえん）を視察 

 →森のようちえんは、一般的な幼稚園に比べても人気がある（小さいうちに自然に触れる経験を

させたいと考える親が少なくない）。三富の平地林と農地は、近隣の多数の都市住民にとって、

身近で自然と触れあうことができる場として、森のようちえんの需要はあると推測される。 

調

査

結

果 

・多様なイベントを行い、まずは地域のファンになってもらい、将来的には平地林を管理する担い

手になってもらう流れを作る。そのためには、「食」や「遊び」といった楽しみと、「役立った感

（達成感）」を味わえるような企画が有効。 

・学校教育と連動することで近郊都市住民と保全活動の連携が期待できるほか、平地林は環境教育

の場としての機能も兼ね備えているため、これを活用することが有益。 

・このような機会を提供することで、普段は疎遠な自然と多様に触れ合うことは、都市住民にとっ

て豊かなライフスタイルの創造につながる。 

・放置された荒廃林を林産物を収穫できる林に再生し、その上で林産物やイベント等から収入を得

て継続させるには更なる実証実験を重ねることが必要であるが、再生には長期間かかることが想

定されるため、行政等の支援・協力を得ながら実験の体制づくりから始めることが必要。 

・大径木、高木になる前に定期的に萌芽更新し、林の管理にかかる手間や費用を抑えることが有用。 

今

後

の

取

組 

・新たなライフスタイルを提供できるよう、食・木育・音楽など林と農地を活かして、市民が楽し

んで自然と触れ合える多様な機会を設け、継続的な参加を得られるような仕組みづくりを行うた

めに、引き続きイベントの実験を重ねる。 

・プロでなくてもある程度の高木の伐採までできるよう技能を高め、実践や普及を進めていく。 

・地主である農家だけに緑地・農地の管理を任せるのでなく、多様な主体が共同で管理運営に携わ

る受け皿として、農業者、都市住民や生協などで管理運営を担う組織づくりを行う。 

・林の再生を図り活用する持続可能な仕組みづくりの長期的な実験を行政等と協力して進める。 
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農用林の安全な維持管理技術について  

                         

木挽屋  成 瀬 吉 明  

 

農用林は生活林として位置づけられるハヤシで、農家にとって歴史的には薪炭林であ

り、堆肥原料を得る場であって、時に家屋の増改築の用材を得る場であったとされて

います。 

昭和３０年代に薪炭林としての需要を失ったあと、コナラ・クヌギ類の伐採や里山の

更新は事実上ほぼ停止状態となってすでに６０年、樫楢類の大径木化が進行し、一般

的な農家にとって木を伐ることが非常に危険な作業となってきました。 

 

 このような危険な作業を委託する

先としては、森林組合などのような

専業団体が思いつかれるのですが、

主に杉桧のような通直用材の伐採に

たけていても、広葉樹にみられる複

雑な形状に対応する十分な技術経験

を持つ人材に薄い恨みがありました。  

 

 

また、多くの森林組合は重機に依存する技術

体系を持っているため、ほんの僅かな作業に

も多額の費用がかかってしまう欠点がありま

した。 

 

 しかし、海外に目を転ずれば、木登り技術

と樹木生理学とを融合させたアーボリカルチ

ャーと呼ばれる職業分野が発達しており、街

中に巨大な樹木を安全に育成しその管理を行

う技術を持つ団体が生まれています。 

 

（Ｆｉｇ１ 風倒山桜） 

風倒山桜 

架かり木による倒木 
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 日本においても２０００年には

ツリークライミング・ジャパンが創

設され、リクリエーションという面

を強調しながらも、安全に木に登り

樹木の剪定などを行う教育資料が

潤沢に入手できるようになってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伐木造材という作業の全てに絶対的な安全を保障することはできませんが、リスク

を正しく認識し、適切な対応をとることでそのリスクを管理することは可能です。 

 具体的に、ロープが切れるとか器具が破損するとかの事態への「漠然とした不安」

などに対応するにはどのような技術的基準が定められているかを知ることから始める

と良いはずです。 

 

 今回委託された内容は、まさにそのアーボリカルチャーの目指す、大きな樹木と地

域との調和技術が伝える内容と重なります。 

 未経験の人々であっても適切な技術指導をおこなえば樹木の安全な管理・伐採を実

施できることの実証作業でもあり、お引き受けした次第です。 

剪定痕から侵入した腐蝕による風折れケヤキ 

農家屋根上の白樫横枝 
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農用林施業 第一部 

 

§伐採作業に入る前に 

 

基本的に伐木・造材作業は危険な作業です。  

 ただ、その危険を単に「あぶない」として敬遠してしまうのでは何も始まりません。 

 具体的に、何が どのように 危ないのか 

 を明確に意識することがリスク管理の最初のステップとなります 

 

 ＡＳ（American Standard）と呼ばれる米国標準の中には A300 と呼ばれる樹木を扱

う上での尊守事項の定めがあり、安全基準ｚ１３３．１としてロープやカラビナの強

度基準が規定されている事実知識を踏まえ、本講習では一部の用具を自作する経験を

おりこんだ研修過程を組み立てました。 

 

通直な杉ヒノキを対象とするのでなく、複雑な形状をしている広葉樹を伐採し収穫す

ることを目的とするので尚更、樹木の健康状態の理解、広葉樹のアテの特質、重心の

推定、４５度法などによる樹高推定に基づく危険ゾーンの確定、ツルの基本原理、傾

斜木伐採での補正方法などを知るだけでなく、クライミングによる高枝の除去、など

の伐採の基本技術を学んでおくことが重要な出発点となります。 

 

はじめに木に登る技術の研修をおこないましたが これには２つの狙いがありました。 

１：伐採技術のキーポイントになるスローライン技術の重要性を肌感覚で知ること 

   クサビだけでは間に合わない広葉樹の伐採技術をマスターするため、また、伐

採牽引ロープの正確な設定能力、ピンポイントでのアンカー設定技術の効果効用

を、危険を実感できる木登りを実行することを通して深く強く理解する 

２：都市近郊の農用林という条件から 

リクリエーションの場、木育の場としての都市近郊農用林を考え、全ての基本

となるロープワークに習熟する 

 

上記目的は２０１４年度１２月までに行った講習実習の内容で一通り満足できたと

考え、新年を越えてからは主に伐採技術の原理理解を中心においた組み立てを行い

ました。手元に短いロープを置いて常に確認ができる環境を作ってから講習を始め

たことはかなり効果的だったのではないかと思います。 



 

農用林施業 安全な維持管理技術講習 

71   

§スローラインとロープクライミング 

 

 スローライン(throw line) は、特に高木伐採・クライミングにおいて、任意のポ

イントにロープを設定するなど、全ての技術の入り口となる技能・知識です。 

 

 このため、欧米で専門の用具として開発され普及しているスローライン・パウチ

の取り扱いを繰り返し練習してもらうことを軸に据えて本講習を実施し、おおむね

期待した効果を発揮したと思います。 

 

簡単に用具を説明します 

スロー(Throw)バッグ、パウチなどと呼ばれる錘
おもり

です。中味はステンレス球をゴム

袋などで包んだもので通常はスローラインを取り付けて使用します。 

 

１０オンス～１６オンスの重さのものを使いわけ

ます。 

中に鉛球などをいれた環境有害な製品もあります

ので注意が必要です。 

 

クライミングロープや

牽引ロープなどを目的

の木の枝に架けるため

に使用します。 

 

細い糸の先に錘を付

けて、勢いを付けて、

高い木の枝に引っ掛

けます。 

 

細く丈夫なダイニーマなどの高級な素材のライン

もあり高いターゲットを狙うときに利用します。 

平地林では１５ｍ以下の枝を使う事例が大半を占めるので、ポリエチレン製２～３ｍ

ｍΦのラインで十分です。 

 

ラインの長さは基本的に ターゲットの高さの４倍以上あれば間に合います。 

スローバッグ/ パウチ 

 スローライン  
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§スローラインの使い方 

 

右図に示すように、目的の枝の１つ上の枝で直径・

傾きが十分な強度を持っている枝あるいは幹にパ

ウチを投げスローラインを架けます。 

 

投げ方は適切であればどのような方法でも構いま

せんが、広く３通りのやりかたが知られています 

① クレードル投げ（揺り篭） 両手投げ 

② 片手投げ 単線式 

③ 片手投げ ライン折り返し式 

 

今回の講習では基本的な②の方法に集中しました。  

 

 

 

 

実際の現場では上のような簡単なラ

イン架けが行えることは稀で、左の

三連イラストで示すようなラインの

コントロールを幾度か繰り返し目的

のポイントにアクセスするようにな

ります。 
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§クライミング（ＳＲＴとＤｄＲＴ） 

 

目的の枝にラインを架けた後は、樹木とクライミングロープの双方を摩擦から守るた

めにリングセーバーあるいはカンビウムセーバーなどの保護器具をロープに設定し、

スローラインで吊り上げます。 

 

【一言メモ：リングセーバー】 

 

（ロープを直接木の枝にかけると、摩擦

でロープと木の枝が傷むため、リングセ

ーバー等の器具を付けて、ロープはリン

グの間を通るようにする。） 

 

 

 

 

細いスローラインから、 

リングセーバーにかけかえ 

 

二つのリングの間にロープを通す 

 



 

農用林施業 安全な維持管理技術講習 

74   

 クライミングロープを目的

どおりに設定したあとは、ロー

プに体重を掛け、衝撃を加えて

枝・アンカーの強度が十分であ

ることを確認します。 

 

【一言メモ：強度確認】 

ロ

ープにぶら下がり体重

をかけて、木の枝の強

度を確認 

 

 これらの手続きが全て完了したあと、ＳＲＴまたはＤ

ｄＲＴと呼ばれるロープワークによってロープを登る作

業にとりかかります。 

 

ＳＲＴとは 一本のロープを地上からアンカーへ、更に

そのロープを地上まで伸ばして片側を固定し、専用器具

を利用して１本のロープを登る方法です。 

 

ＤｄＲＴとは 上と同様にロープを地上にまで伸ばし、

その端を左図のように結んでアンカーとの間に動滑車を

形成して クライマーの重量を半減したシステムとして

登る方法です。 

  

ＳＲＴでは短時間に登高するメリットがありますが、登る時と降りる時とで器具を付け

替える作業が必要となるのが一般的で、途切れないバックアップ手順が重要になります。 

 

これに対し、ＤｄＲＴでは図のような動滑車の効果により体重が１／２に感じられる魅

力がありますが、登る距離は実際の高さの２倍となります。 ＤｄＲＴでは登りも下り

も同じロープシステムで実施できる魅力もあります。 

 

 ＳＲＴでも、特殊な器具を工夫したヨーヨーなどと呼ばれるシステムもあり、自由

な上り下りが可能な技術が知られています。 
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 ＤｄＲＴでも様々な工夫があり、経験・体力に応じた選択が可能です。 

§伝統的ロープ・クライミング技術を体験 

 

本講習ではＤｄＲＴの歴史的な変遷を実際にトレースしてクライミングを行い、その

違いを体験してから購入器具を決定するステップを踏みました。 

 

§DdRT Doubled Rope System 

 これには種々のバリエーションがありますが、本講習では登高技術の進化経路をな

ぞるように一通りの形を体験しました 

 最初に経験したのは前ページのイラストに示したとおりのブレークス・ヒッチによ

るＤｄＲＴクライミングです。 これはＩＳＡが業界の基本技法として採用している

方法で、器具への依存度が小さく、安全性はアンカー点の確かさとロープの信頼性で

決まる簡潔な方法としてリクリエーションなどで利用されています。 

                  ＩＳＡ：International Society of Arboriculture 

 

少し細かく言うなら、トップアンカーでのロープ摩擦を防止・抑制するセーバー類と

サドル（ハーネス）、カラビナ、そしてクライミング・ロープ に拠る単純な方法です。 

 

欠点として、ロープの描く輪の中に太い枝な

どが干渉する場合、登れる高さはその干渉枝

の位置までに限られてしまいます。 

 

図に示すような干渉枝がある場合の対応方法 

○ 干渉しないようスローラインを工夫する。 

○ スプリット・テールによって枝をかわす。  

○ Ｓ－DdRT システムを使う。 

基本的なスローラインの工夫は大切なテクニ

ックですが、よほど難しい枝ぶりの場合には、

原理的に干渉枝が入り込まない SRT と DdRT

の組み合わせによるシステムＳ-ＤdＲＴが有

効です。 

 

 

干渉枝による制限  図中のクライマーは 

最下枝に妨害されて上まで登れない 
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§Ｓ－ＤｄＲＴシステム 

 

 これには２本のクライミングロープと滑車とを使います。 

 また、この方法はクライマーを地上から下ろすことが出来る方法でもあるので、レ

スキュー対応システム設定としても利用することができます。 

 

 ただし、このシステムではトップアンカーにか

かる荷重がクライマーの重さの２倍になります

ので、支える枝の強度に注意が必要です。 

 

 ダブルブレードのロープを摩擦のかかる状況

で使用すると、カバーだけが重量を支える事例が

発生する可能性が出てきますので、ロープが動く

環境では滑車などを使うように注意します。 

 

 加重されるロープを折り曲げる場合、ロープ径

の４倍以上の径をもつ滑車を使うのが基本的な

留意事項です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ－ＤｄＲＴ原理図 

米国・欧州では使用するクライミング用ロープ

に安全規格ｚ１３３．１が規定されていて、最低

限の破断荷重が２４ｋＮあることが要求されて

います。 

国内で一般的に販売されている３つ打ち１２

ｍｍΦのクレモナロープは概略１．２トン（１２

ｋＮ）が耐荷重強度となっていますので、使って

はいけないことになります。 

また、使われるロープはダブルブレードと呼ば

れる構造のものが基本で、強度を担保するコアと

摩擦からコアを守るカバーとによる２重構造を

もちます。 

一般的なロープというと、三つ打ちロープが普

通ですが、これは耐摩擦用のカバー（セーバー）

を使わない状況で利用されるのが普通です。 
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§「ブリッジ」を構成するプルーシックの進化 

 システムの「ブリッジ」を構成する部分には多くの工夫と進化形があります。 

 クライミングロープとの親和性によって、また気候などによって、最善の方法とな

るバリエーションが変化しますが、多くの場合は好みで決めることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    上のイラストで左から右へ示しているのがＤｄＲＴの進化の概要です。 

 

細かく説明することは避けますが、上図最右端でプーリーを導入したことに留意して

おいてください。 このプーリーの目的は、登高ステップごとに手操作で位置決めし

てきたプルーシックを自動的に上方へスライドする仕組みで、スラックテンダーなど

と呼ばれています。 

 これは自動でロープの弛みを解消してくれるプーリーですが、このプーリー自体に

更に工夫が加わったものが現行システムの主流になっています。 
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§現在のＤｄＲＴクライミングシステム 

 

 左の構成が最近一般的となってきたシステムです。 

 この他にドイツやフランスで開発されたプルーシ

ック置き換え器具が市販されていますが、幾度とな

くリコールが繰り返されるなどの履歴があります。 

 

 更に、精巧な器具は高価であって、多少の不安が

あってもなかなか交換廃棄には踏み切れないものが

あります。 

 その点、左のイラストで示される部品には見えな

い秘密が組み込まれていないこと、主な消耗品はロ

ープであって、自作することができること、常時分

解洗濯などが可能なこと などの特質があります。 

 ここでイラスト化したのはＶｔと呼ばれる最も簡

単なプルーシック構造ですが、他に有効なプルーシ

ックとして知られているのは、ディスティル、ミチ

ョカン、クローズド式の４－１ブレークスなどです。 

 

ヒッチクライマーとは上図の３つの穴があいてい

るプーリーのことです。 ロープ・クライミングで

は、人間はハーネス（またはサドル）とカラビナを

つかってロープに接続します。  

 

実際に登る力は、足につけたフットアセンダーに拠る方法が有効です。 

 

ヒッチクライマー 

フットアセンダー          ハーネス、              カラビナ  
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§先端のテクニックを習得  

 

講習最終段階では左図に示すよう

な、現在の先端クライミング技術

水準での実習ができるようになり

ました。 

 

ＤｄＲＴに共通した留意事項です

が、習熟する段階ではブレークス|

プルーシックの「上」を持つこに

よって引き起こされる可能性のあ

る「予想外の降下（滑り落ち）」に

よるパニックの発生に注意する必

要があります。 

 これを回避する方法は、ブレー

クスの上（のロープ）を持たない 

という習慣を身につけることです

が、これはヒッチクライマー｜プ

ルーシックでの登高においては動

作ストロークを大きく制約するも

のとなります。フットアセンダー

の下にセーフティノット（引き解

け結び）を作ることも有効です。 

 

何故木に登るのか、理由は安全確

保のためであったり、病虫害駆除

のためであったり様々ですが、特

に高い広葉樹の伐採では、張り出

した大枝を予め切り落としておく

効果は非常に大きいものです。 

 

大枝を無思慮にそのまま降ろすとクライマーが地上に降りられなくなるという支障が

発生します。 枝は流すか吊り降ろすか、あるいはクライマーが自分のロープを予め

樹上に回収しておくなどの対応が必要となります。 

ヒッチクライマー 
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§置針式重量計による衝撃加重の実際 

 

 講習中座学の日を利用し、高所作業の持つ危険を肌感覚で理解

しておくため、置き針式重量計での簡単なデモを行いました。 

 

 ５０ｃｍ程度の落下で０．５ｋＧの枝が２３ｋＧの衝撃加重を

与えることを実証。 「１ｍは一命取る」の警句を説明し、些少

でも落下はいけないことを強調しました 

 

右図は研修後に写真作成のため屋内にて再設定したもので、ビン

を秤のフック位置から落下させたときに測定された力が置き残さ

れた記録針を読むことで把握できます。 

 

実際に生じる衝撃力は、

台付けシステム・吊り

下げロープのバンジー

性などで大幅に変化し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ロープの伸縮・ハーネスなどの瞬間的な変形など、単純な理論計算では把握できな

い力が落下によってクライマーを襲います。 

 

根本的に「落下」することは絶対的に避けたいことです。 

クライミングロープの他に、ランヤードなどを併用して自由落下を防止する技術を持

つ必要がありますが、集中を途絶えさせない努力こそが肝要かと思います。 
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§フローティング・プルーシック 

 

 ヒッチクライマー（３孔プーリー）とプルーシックによるクライミングの実際の発

展として一部知られている「フローティング・プルーシック」があります。 

 これを実際に経験し、将来十分なスキルが身についたとき活用するよう講習を行い

ましたので、解説図を添付して記録に残します。 

長距離を登る時に右端、樹冠では左端の構成を組みます。 



 

農用林施業 安全な維持管理技術講習 

82   

 組み換え時は、ランヤードなどによるバックアップが不可欠です。 

  

また、このシステムで右端の構成を組むときは、登高姿勢を組んだ時にプルーシック

の上に手が届くことが留意事項となります。 

 中央図でのスリップノットは、別途短いプルーシックコードを用意しておいて図中

同位置にカラビナを仮固定することで置き換えても構いません。 
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農用林施業 第二部 

 

伐採技術 

 個別の方法論に立ち入る前に、具体的な起こし

木伐倒の実例を見て本講習の到達点を見通します。 

 

 内容は４ｍ幅員公道を越えて隣畑地上に乗り出

しているコナラの伐採です。 

 ロープワークの基礎を踏まえれば、傾斜木の起

こし木処理なども安全に伐採管理する方法が具体

的に理解されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公道を越え隣の畑に 

乗り出しているコナラ 

上記は３点牽引、ローププラー２組とチルホールＳ７を１台、合計３点で徐々に木

を起こし林内に引き込んだ後の写真です。 
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 作業人員３名、往来安全要員

２名、牽引ポイント選定、台付

け、ロープ強度、牽引能力、ヒ

カエロープ角度などの総合知

識を動員した上で 通行安全

を確保して 計画どおり林内

に引き込み完了した時の記録

です 

 

 

 

 

 最初の立木写真と、このように寝かせた同じ木の写真と

を見比べて分かることがあります。 

 

 立ち木の状態で想像される木のカタチと、実際に横に寝

かせた木のカタチで最も大きく異なるのは１２～３ｍあた

りから上の木の枝・幹の長さ寸法です。 

 見上げてイメージされる傾斜木では地上～１０ｍ辺りま

でが強調されすぎ、１５ｍから上が軽視されすぎという傾

向が見られます。 

この理由を説明するイラストを左に示します。 

 図のような通直な木の場合には４５度法などで簡単に危

険域の警戒設定ができますが、斜めに延びだした広葉樹の

枝が伐倒時にどこまで影響するか、正しく推定することは

かなり困難な作業です。 

 

樹木の伐採については、針葉樹であればツルとクサビの使

い方と若干の木回しなどの方法論になりますが、広葉樹相

手の場合には、これに加えて多くの知識が必要となります

が、決め手はクライミングによる大枝の切除です。 

 

 

次ページ以下、全ての伐採作業の基本になる「ツル」について考察しておきます。 

引き込み後のコナラ  
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§下駄の意味とツルの働き 

立木の伐採技術の根幹を成すものは

ツルと呼ばれる根株と立ち木とを貫

ぬく木材の繊維構造です。  

 

 立木つまり丸太の状態にあっては、

木は３６０度どの方向にでも同じよ

うに倒れることが（あるいはどの方向

にも倒れないことが）できます。 

 

 図に示すように、適当な高さに受け

口と追い口を作成することで、根株部

分と立ち木部分とが区別できるよう

になります。 

 

 

 その結果、この薄い板状の接続部分によって、立ち木を特定の方向のみへ引き曲げ

（折り曲げ）ることが可能になります。 

 

 

 つまり、伐採作業では、その立ち木

を倒したい方向に受け口をつくり、そ

の反対側から追い口をいれることで

伐倒を行います。 

 

 根株部分と立ち木部分をつなぐこ

のツルの部分を英語ではヒンジ（蝶番）

と呼びます。 

 

針葉樹によく見られるような通直の木の伐採では、上の説明の「受け口」と「追い口」

との間に段差をつけることが通常行われています。 

 

 地方によってはこの段差を「下駄」と呼びます。 
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下駄を作る理由を説明するのが「下駄の役割」として以下に示すイラストです。 

 

 図は立ち木を真横から

みて左に受け口、右から

追い口を入れることを示

しています 

 

この図で示しているのは、

突風などが吹きつけて左

から右に強い力が加わっ

た時に働く力です。 

 

 追い口が閉まり、ツル

の部分で太い矢印で示す

ようにツルの繊維を引き

ちぎる方向に力が働きま

す。 

 

 これは非常に強い抵抗となって立木を右に倒そうとする風に対抗する働きをもちます。 

 

 

次の図では逆に、右か

ら左に強い力が働いた

ときの力関係を示して

います。 

 

 立ち木が左に傾くと

受け口が閉まり、ツル

の部分に波模様でしめ

すとおり、割り箸を割

るように木の繊維を剥

離する力が働きます。 

 

  



 

農用林施業 安全な維持管理技術講習 

87   

結果として、受け口方向に倒す場合は容易にツルを剥離して折り欠くことができる

のに対し、追い口方向への傾きにたいしてはツルの繊維が引っ張られることによる

強い抵抗が示されることになります。 

 

このように「下駄」を設定する

ことは伐倒作業の安全・確実性

を向上させる手法のひとつであ

ることがわかりますが、受けと

追いとの間に高低差をつけるこ

とによる不都合な要素も知って

おく必要があります。 

その第一は、受け口の斜め切り

面に対し切り込む追い口の精度

と、その結果形成されるツルの

厚みに生じる誤差です。 

第二は、材の樹種に依存します

が、その特定の樹木の繊維に捻

れがあった場合のツルの強度の

非対称性です。 

 

これらの理由などから、下駄を付けない方法が推奨される事例が多くあります。 

   

 ツルが理想的に働くとすると、受け口の角度は９０度（オープンフェース）、つまり

立ち木が水平になるまでツルが利いている状態が望ましいことがわかります。 

オープンフェース 
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 ４５度以上おり曲げると針葉樹ではツ

ルが切れてそれ以上効果的に働かないと

いう話も聞きますが、実例として多くの

ケースで90度までツルを利かせ続けるこ

とができており、切り株に立ち木を載せ

たまま葉枯らしを行っている有名木材産

地もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 斜面で上方伐倒を行う場合には、斜面の勾配にあわせた受け口角度を決めることに

意味があります。 

 

 

 

 ３０～４５度の受けで山肌に沿う伐採になる場合もあります。 固定観念に囚われ

ないことが肝要かと思います。 

コナラ４４ｃｍクラス  

オープンフェース伐採例 
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 理想的に働いたツルの断

面は、圧縮による切断部と

引き抜きによる切断部とが

きれいにツルを二分する形

になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェンソーでの伐採作業で、受け口の斜め切りを先行し、切り口の隙間からチェンソ

ーバーの位置を見透しながら下切りを行う方法が推奨されています。 

 これは３～４０ｃｍ径程度の伐採では極めて有効な方法ですが、鋸断位置が高くな

る傾向を持つので、あくまで状況にあわせた方法を採用することが大切です。 

 鋸断高を根株１ｍ程度にすることで神社格子天井などの羽目板に有効な活用路があ

ることも知っておきたい知識のひとつです。 

 

 

ツルの効き方 
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§「床屋の椅子」は何故怖い 

 

極端に傾斜した木の伐採で警戒すべきは予測・制御のできない「裂け」による異常倒

木現象です。 

 

 

 

これは床屋の椅子（バーバーズチェア）と

呼ばれる不都合な倒れ方を指してしまうも

ので、正しく目的どおりのツルの形成する

以前に木の繊維がもたず、裂けてしまう事

象で、起きてしまったら逃げる以外に方法

がありません。 

 

 

事前に発生が予測される場合の対応方法と

して知られているものに 

 

１ ロープ巻きつけ（クレモナ１２ｍｍロープを４～５回まきつけて結ぶ） 

２ 芯切り（突っ込み切りで芯を抜き、幹の中に丈夫な角材を作る） 

３ 追いツルによる伐採（三つ紐伐りの原理）   

 

があり、１，２の組み合わせも有効な対応策として利用されています。 
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２ の芯切り、３ の追いツルの

実施にあたってはチェンソー取り

扱い「突っ込み切り」に十分習熟

していることが必要です。 

 

右の写真に示すのは芯切りを入

れた例 入れない例の対比です。 

 

このボアカット（突っ込みきり）

の練習ではチェンソーの目立てかた次第でキックバックに踊らされることがあります。  

実際の伐採ターゲット樹で突っ込み伐りの練習をするようでは、危険すぎる準備不足

になります。 

 

 また、個々の樹によって極端に異なる反応がおきますので、場数を踏むことも重要

です。 

 

大枝の鋸断は、幹の鋸断作業が軽くなったものとして理解される傾向がありますが、

長く曲がって横に伸びた枝に発生する力は「ねじれ」というカタチを取ってチェンソ

ー、手鋸をオペレータから「もぎりとる」うごきをするなど、決して軽いものではあ

りません。 

もしそのような状況になった場合は、まよわずチェンソーを放棄して身の安全を図る

ことになりますが、常に事前の予測が肝心です。 

 

 チェンソー講習などで強調されるキックバックは相当程度に予測できるものですが、

プッシュ・バックやプル・インなどの大きな力の発生は予測が難しく、また樹上姿勢

を大きく崩すもととなる現象なので、書物で触れられることは殆どないのですが、な

によりも十分なポジショニングをとる備えが必要です。 

  

 特に樹上で大きな枝を切り落とすような場合には、「切断直後のチェンソーの動き」

が自分の足に触れるようなスイングをすることがないか 確認しておきます。 

 周辺の枝などによってチェンソーの動きが妨害されることがないことの確認も必要

で、鋸断時の最後の段階で DVD 資料でご覧いただいたように、手鋸に持ち替え、チェ

ンソーの刃を防御カバーで被いロープ類を保護してから切り離し作業を完了する注意

も必要な気配りと言えます。

芯切り（左）の例 
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§ヒカエロープとは 

 

下のイラストに示すのは、伐採における控えロープの使い方・役割です 

技術的に踏まえておくべき知識として重要なものは 

 ◎ヒカエロープによって伐倒の制御が限定的に可能である 

 ◎ツルは非常に有効であるが限界があること 

◎チルホールやハンドウィンチは速度に対応する道具ではない 

 ◎荷重過大な樹木の場合には登って枝を払う技能が決定的に重要であること 

などがあります。 

 

牽引具によって弛みを管理する複数のヒカエロープを設定して難しい起し木を処理す

ることもありますが、ロープの径が牽引力に応じてどのように変形するか（細くなる

か）をしっかりと見ておく経験が不可欠です。
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§台付けスリングのスプライス体験 

 

 講習の中で１日雨になった日があり、ホローブレードと呼ばれるテネックス素材で

台付けスリングの製作の良い機会として以下の実習を行いました。 

  ブルンメル（ブランメル）スプライス 

  デッドアイ・スリング 

  フーピー・スリング 

  ルーピー・スリング 

 この機会に あわせてランヤードの自作体験を織り込みましたが、誤解誤用を避け

るため詳細なイラストは割愛します 

 

 

 

 

 

 

 

太さによるテネックス・テック・ロープの破断荷重 

 

3/8”  （  ９．５ｍｍ ）  6,100 lb. ABS   ２,７００ｋＧ 

1/2”  （ １２．７ｍｍ ） 13,100 lb. ABS  ５,９４２ｋＧ 

5/8”  （ １５．６ｍｍ ） 18,800 lb. ABS  ９,５２７ｋＧ 

3/4”  （ １９．１ｍｍ ）  24,800 lb. ABS  １１,２４９ｋＧ  

   ABS : Avg. Breaking Strength 

新品時の平均的破断荷重値、実用荷重（ＷＬＬ）はこの１／６～１／１０に抑えます。  

 
台付け用スリング（ＴＥＮＮＥＸ）の強度 
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§樹木の重量見通しと衝撃計算方法 

 

 実用的に数式理論は参考程度にとどめ、市販ソフトウエア「リギング・ソフトウエ

ア＠シェリル社」の用法とその意味を解説しました 

これは 

  樹種、寸法、状態を入力し、切り出す丸太の重量を予測 

  切り出し角度を決め、結束方法を指定し、ロープの品名を指定 

  地上のブレーキング位置と樹上滑車距離を指定し、落下時の最大荷重を計算 

  固定された安全率を適用したとき、当該ロープ製品が使用に耐えるか否かを 

  おおまかに判断するプログラムです。 
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このソフトの「判断」はあくまで「あいまい」な部分を含んだ判断であることに注意

を喚起し、衝撃荷重が「力」の単位であることを強調するため ｋＧｆでなく daN/kp 

という単位で標示していることを説明しました。 

 

 daN = kp で重力加速度９．８を約１０

としてギリシャ語の１０：デカをつかって 

デカニュートンという言い方をしている

ソフトですが、その点に関する解説は皆無

のまま提供されています。 

 

 

 

 

 

 

このプログラムが想定している

ユーザーは「現場的な樵」であっ

て、細かい計算それ自体でなく、

大まかな危険の目安を得て「だろ

う仕事」を極力排したいとするも

のです。 

 そのため、指定されたロープが 

十分に耐える、危ないので柔軟な

落とし方の技術が必要、このロー

プでこの作業はやめるべき危険 

という３つのタイプの計算結果

を示すようにつくられており、図

中の項目に設定されている「？」

記号をクリックすることで、その

項目の意味をイラスト風に解説

しています。 
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利用にあたって詳細な数値を入力することを要求するソフトウエアですが、これが与

えてくれる結果は、当該ロープが目的に耐えるか破断の危険があるか否かという、ご

くおおまかな目安だけです。 

 具体的な断幹作業で実施したデータを繰り返しこのソフトと照合し、正しい直感を

鍛えることが役に立つものと考えます。 

 

 

§空洞率での強度低下について 

 雨の日の講習を利用しての講習になりましたが、同時に、高木古木などによく見受

けられる「空洞」がどのように樹自体の強度に影響するかを、直径の３乗比で判断す

るアメリカＩＳＡの業界標準方式を紹介、腐蝕や菌類による材の劣化 および、コ・

ドミナント成長を行った主幹間に生じる入れ皮、防御層でのＣＯＤＩＴ切除論、後生

枝の強度などについて海外の樹木取り扱い業界がどのように神経を配っているかを解

説しました。 

 

 

 ただし、当該地区の農用林で

このような空洞を持つ大径木は

少なく、現場的に意味が少ない

と考え資料の紹介から大きく踏

み出すことは控えました。 

 

内部のウロが表面に開口した場

合の樹の強度低下は左表下部の

ように計算されます。 

 

 

 

 

 

(出典 BestPractices for RIGGING in Arboriculture TCIA) 

TCIA: Tree care industry association
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§牽引と制動 

 

 針葉樹のような通直な樹木の伐採では、クサビなどでの僅かな重心移動を引き金に、

ツルによる方向強制でかなり正確な伐採が可能です。 

 これに対し、樹冠など横枝を伸ばした広葉樹ではクサビがモノを言わなくなる局面

が頻繁に生じます。このような樹木に伐採方向を強制し続ける機能は、ロープ架けに

よる牽引＋ブレーキングの組み合わせが有効です。 

 

ロープによる牽引のメリットは 

①重い鋼ワイヤーと違い、軽量のロープでは牽引ポイントを樹上高い位置に取りや

すく、伐倒モーメントを稼ぎ易いこと 

②ロープ伸縮特性から複数牽引ロープでの牽引力の重ね合わせが容易であること  

あわせてヒカエロープのもたらす効果 

などでの組み合わせが現場的に可能であることです。 

 

具体的な牽引能力については、直径３０ｃｍ程度の「一般的」なヒノキの全木重量が

２～３００ｋＧであるというデータを紹介しつつ、チルホールなどで標示されている

「器具の能力」と実際の運用で個人が発揮できる能力との違いをクレーンスケールで

実測し、体感２００ｋＧという重量がどれほどのものか、このメンバーでは具体的な

把握が進んだと思います。 

 

チルホールなどで効果的に運用可能なものは５００ｋＧ～７５０ｋＧクラスのもの、

それ以上の器具では運搬設定のデメリットなどと実能力とを勘案し利用価値が認めに

くいことを説明しました。  

（もし１トンクラスの牽引能力が本当に必要であればＧＲＣＳの利用が推奨されます） 

 

これに対し、ブレーキングの用具はかなり微妙であって、概論で総覧できるほどの資

料はまだありません。  

 その中で、商品名「Port A Wrap」（ポータラップ）は軽便で安定したブレーキング

能力を発揮する数少ない用具の代表です。 ただ、この取り扱い方法についての解説

がかなり一面的に行われている現状があるので、少し詳細に講習を重ねてきました。 
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§ポータラップでのロープ固定実習 

 

 巻き数を２～５巻きで使う静的荷重操作 

 巻き数を１～１．５巻きで使う動的制動操作 

 

の解説を行い、ロープを巻きつけることによる

摩擦抵抗の違いを体感できたと思います。 

      

 

特に静的荷重を操作する場合で数百キロＧを

越えるような負荷を扱う場合、ポータラップへ

のロープ巻き数が少ないと、図右端のロック結

びを解除できなくなる破綻状態が生まれ得る

ので注意が必要です。 

 

 細かいようですが、荷重が大きく、ポータへの巻き込み摩擦を超えてロック端にまで

荷重が伝わると、巻き数が少ない設定ではロックしたロープを解除できなくなります。 

 ４～５回以上巻いておいて右端への荷重伝播を手で押さえこんではじめて８の字の

ロックを外せる場合があることを理解する必要があります。 

 

 市販資料の中には２～３巻きしたポータのロープロック写真だけを掲載しているも

のがありますが、扱う材の重さと目的によって巻き数を変えることが必要です。 

 

§動的制動 

 

 動的制動では上と逆になります。 

 重量幹の断幹切り落としの動的制動にポータを使う場合などでは、巻き数が多いと

制動抵抗が大きくなりすぎ、樹上吊り点に加わる衝撃を緩和することができず樹上作

業者におおきな衝撃を与えることがあります。 

 道具の使い分けは安全作業実施の上で大事な予備知識ですが、作業に破綻が生じる

ような事例がありえますので、上の例ではプルーシックなどによるオートブレーキな

どの対応知識の研鑽も重要になります。 

  

ポータラップの巻上げ 
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§牽引の延長方法 

 

下の写真に示すのは普段に利用する５倍力滑車とポータラップの組み合わせシステム

で、引き代はロープ長まで可能になっています。 

 

 写真中、手前の赤色文字で示しているプルーシックがオートブレーキと同じ働きを

しています。 

 

 

 海外発の資料ではこれを垂直に設定して紹介している事が多いのですが、実用的と

は言いがたい設定なので注意が必要です。 

 

 実用的にはこの写真のように水平にシステムを組むようにします。 
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牽引具として、機械式ハンドウ

ィンチを使う場合にはこの写真

のような組み合わせはできませ

ん。 

 

 牽引具台付けとは別のアンカ

ーからオートブレーキ（プルー

シックによるロープ間の仮結合）

をかけるようにして不注意など

による牽引の開放事故などの発

生に対応しておきます。 

 

 

 ブレーキ無しでの重量物牽引は人命に関わる場合がありえますので、十分にリスク

を評価しておく必要があります。 

 

里山施業での牽引作業について、一般的な注意事項として滑車などで折り返したロー

プによって形成される３角形の内部は危険ゾーンとして立ち入り禁止にするなどの常

識があります。 

 実際に留意すべきは、その三角形自体ではなく、牽引具・滑車などの台付けスリン

グ、あるいはロープそれ自体が破断したときに何が起きるかを想像することです。 

 

 鋼索（ワイヤー）では過大荷重に対して瞬時に破断する事例は稀ですが、繊維ロー

プでは計算を無視した用法には瞬時に反応し、これをもって繊維ロープは信用できな

いなどと言う言い方をする専門家も居ます。 

 しかし、繊維ロープでは過大な荷重が加えられたとき、はっきりと視認できる径変

化が起きます。 取り扱い時の手触り異常や、実負荷時の径変化に敏感であることが、

安全施業のキーポイントになると考えます。 

 実測を繰り返し、材の重量見積もり精度をあげることも大事な技量訓練といえるで

しょう。

Fig 43 ポータラップ 

５倍力滑車牽引とポータラップとの組み合わせ 
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§ロープワーク間の関連 

 

 市販書籍ではロープワークを単独で紹介しているものが目立ちます。 

 

実際にそれらの解説を鵜呑みにし個別に覚えようとして間違える事例が少なくないと

おもわれます。 資料編という意味で結び（Ｋｎｏｔ）間の関連を意識したイラスト

を後日の参考に資するよう付記します。 
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前掲図で「後からまわし」点からの別の変化を以下に示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バントライン、フィッシャーマンの２例は共に 引き締め機能を持つ結び方で、カラ

ビナなどを固定する際に有用な方法として知られています。 

 

Fig 47 エイトノットからの変化２ 

エイトノットからの変化２ 
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また、アンカーヒッチなどのような簡便で強力な結びも、一つの権威ある知識として

だけでなく、実態はヒトムスビを変化させ、結び解除のために１回り余計にロープを

つかっているだけなどの基本認識が必要ではないかと思います。 

 

特に重量を扱う可能性の高い台付け用ロープワークについて若干の説明を加えておき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 カウヒッチは上図の最後のロープ始末で迷うことがあると思われます。 

 ティンバーヒッチに準じるような巻上げを意識すれば十分と考えます。 
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 また、オートブレーキなどで多用されるプルーシックは以下のようなガースヒッチ

からの派生方法として理解すれば間違えないで済む筈です。 

 

ガースヒッチからの変化 
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§ロープの切断体験 

 

 今回の一連の講習では、市販書籍から得られない知識をお伝えすることに注力して

きました。 

 廃棄ロープを利用して実際に自分が乗っているロープを手鋸で傷つけ、テンション

のかかっているロープが、いかに容易に破断するかを 4 名全員が体験しました。 

樹上での刃物の取り扱いの注意ポイント → 「刃のむく先にロープがあってはなら

ない」を納得するステップを踏みましたが、その折に使ったロープワークはボーリン・

オン・ナ・バイトなどです。 

 

「廃棄ロープ」というテーマは実に微妙な話です。 

 ロープ負荷の逓減率と耐用回数は、確率的で大まかな目安が知られています。  

 下の表は１３３ｋN の破断荷重定格のロープがどの程度の繰り返し荷重に耐えるか

を代表的に示すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 p33 BestPractices for RIGGING in Arboriculture TCIA) 

TCIA: Tree care industry association 

 安全係数１／１０とした場合には１３ｋＮ負荷がWLLという考えになりそうですが、

実用的には「磨耗」や「結びによる弱体化」の影響を織り込み、更にこれを１／２と

して約７ｋＮ、つまり１３トンの破断荷重能力を持つロープを１／１０定格で使い続

けるとすると７００ｋGの重量が WLL（SLL）であるということになります。 ( WLL, SLL  

p45 参照 ） 

  

クライミングロープの場合、最低２４ｋＮの強度が規定されていますので、１／１０

定格逓減で使う場合の負荷限界は１／２として１．２ｋＮ、つまり１２０ｋGとなりま

す。 
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§枝の無い木でのロープ架け 

 

 現実の農用林施業では、枯損赤松などの

始末が必要となりますが、これらの枯損木

ではロープ作業に必要になる枝などが滅失

してしまっている木が少なくありません。 

 

このような樹木を確実に倒すためにロープ

を使うための方法の１つの図解イラストで

す。 

 

 

 

 

背景木なしであっても、別のスローライン

やシャックルなどを併用し、同じような作

業を処理することも可能です。 

 

枝の無い木へのロープ架け 
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§その他のロープワーク 

 

 材の搬出方法として架線式のロープワークの可能性も短時間でしたが経験に織り込

みました。 

これは基本的に危険回避のため材の片側のみを吊り上げて移動させる方法で、簡単に

図に示すと以下のような方法になります。  

 プーリーを乗せた主索を張り、５倍力化滑車システムを吊るす。目的の搬出材の片

側を滑車システムで吊り上げ、プーリーに牽引をかけることで、障碍を容易に乗り越

えて搬出材を移動する方法です。 

図中のＧＲＣＳとは 船舶用（ヨットの帆を操作する目的の）４４倍力のハンド・ウ

インチを林業用に加工した商品名です。  

 実際に操作すると架線のテンションやブロックの設定高で労力は極端に変化します。 

 また、図は平地林でのみ利用できるイメージで、勾配のある林地では別途引き戻しラ

インの追加などが必要です。 

 実用的には人間の労力依存でなく、軽トラックとかキャプスタンウインチなどエンジ

ン支援の動力源を利用したいところです。 

集材のロープワーク例 
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§その他の実習内容 

  本講習で行ったその他の実習内容を以下に列挙します 

 

手鋸による樫高枝のスピードライン切除 

 スピードラインの具体例を全員体験。 

 

樹上ポジショニングの実際 

 リムウォークでランヤードのスラック・テンダーの利用 

 

ポータラップでのロープ固定実習 

 巻きつけによる摩擦抵抗の説明と体感 

 負荷と巻き数、緩め方の注意。 流す場合との違い。 

 

牽引具、滑車倍力化システムの実使用 

 ポータラップとの組み合わせ、解除時の諸注意 

 

白樫樹冠大枝のチェンソー切断 

 スピードラインへの流しこみ、各自自作ビアノット・スリングの利用 

 

樹上での刃物の取り扱い 

 注意ポイント→刃のむく先にロープがあってはならない。 

   

受け口下切りの「水平」の意味  

 紙幣を折りたたんで、水平切が斜めになっていると木がどのように倒れるかを示す

ことで理解が進捗したように思います。  

 

傾斜木の伐倒位置補正（ガンニング） 

 ヒカエロープが描く仮想の球面と 牽引ロープが描く仮想の球面の交差するポイン

ト上をアンカー点が移動する ２つのロープで伐倒過程をコントロールする。 

 

牽引具（ローププラー）の設定方法と解除の実際。 

 よくある間違いの説明  オートブレーキ（プルーシックでのブレーキ）の実際 
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材の搬出を意識したロープワーク。 

 搬出道路を挟む２本の強度高い樹木にロープを渡し、フローティングアンカーを搬

出車両の荷台位置に設定する作業  Y 字ロープ架けでつくるフローティング・ア

ンカー 

 

バランス吊り 

 ５倍力滑車システムをフローティングアンカーに接続、長尺の材の両端を１本のロ

ープで繋ぎ、重心相当位置にプルーシックで可変吊点を設定してバランスを取りな

がら２～３ｍの高さに材を吊り上げる作業。 

 Ｔｅｎｎｅｘスリングを自作できることの意義を確認。 

 

 

倍力滑車システムでの短ストロークを拡張する方法 

プーリーを乗せた主索を張り、５倍力化滑車システムを架け、目的の搬出材の片側

を滑車システムで吊り上げ、プーリーに牽引をかけることで、障碍を容易に乗り越

えて搬出材を移動することができる例をフィールドで実演しました。 

 

クレーンスケールでの重量実測 

「だろう」作業を極力避ける目的で、木の重さを実測しました。 

 ローププラーなどの道具で牽引し実力を測定、概略１４０ｋＧ 

 １人での牽引限界はおそらく２００ｋＧあたり 

 器具の仕様７５０ｋＧという性能限界は過大に誤解されている 

 破断荷重１．２トンの１２ｍｍクレモナを牽引で切ることは困難。 

 ロープ破断事故は散漫な計算、手入れ不良、ストランド劣化の見逃し・放置、衝撃

によるものではないかと思います。 

 

大きく枝を広げたコナラの伐採 

基本は登って枝を払い、伐採時にダメージを与えるスペースを極力狭く抑制するが、 

実際には傾斜木を引き起こし伐倒する作業を実施。 

この時、ロープの作る角度のバランス、ヤーダーに加わる力のバランスに留意。 
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その他、講習で行った特筆すべき注意事項 

 

チェンソー取り扱い 

受け口の製作過程で邂逅線に注意が偏りすぎた結果、 

 エンジン停止もしくは チェンブレーキ設定を忘れて危険動作を行ってしまう 

 事例に幾度か注意しました。 チャップスなど防護具は過信できないこと。 

 

複数人員での作業  

チェンソーの騒音が危険要素の第一であることを強調、かつ、１本の木に複数の人

員が枝払いを行うことの危険に注意喚起しています。 

 

受け口の作成過程 

では必ずしも１カットで１つの面を作る必要はなく、いくつかのブロックに切り分

けた受け口の作り方、確認作業による修正の重要性を解説しました。 

稀に、カットを一発で決めることが技能レベルだと勘違いしている指導者が居るの

で、この意識をしっかり持っつことが重要です。 

当然、追い口も複数に分割する場合のあることも説明していますが、追いツルなど

の例に限らず、必要な時に必要な処置を施せることこそが肝要です。  
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§終章 ロープ 

 

ロープの諸次元は多様ですが、ごく大雑把には 

 構造    

 直径  

 破断強度 

 長さ 

 材質 

 

などの要素を考察・選択して使います。 

 

構造 としては ３つ打ち、１２ストランド、カーンマントル、ダブルブレードなど

の種類があり、目的によって使い分けられます。 

 

使い分けの判断基準として 

木の股に直接ロープを架けて加重する使い方（ナチュラルクロッチ）をするか滑車

を介しロープを滑らせるように加重する使い方（フォルスクロッチ）をするか 

で分かれる選択肢があります。 

 

 市販のロープは３つ打ち（ｓｚ巻）１２ストランドなどが普通ですが、これは負荷を

ロープ断面に均等に分布させる特徴があり、ナチュラル・クロッチで利用するロープと

しては適切な選択と言えますが、負荷によるロープの捩れが問題になる場合があります。 

 

 カーンマントルやダブルブレードの構造を持つロープは、負荷重量を受け持つコアと、

コアを磨耗から防御するカバーとから構成され、フォルスクロッチで利用されます。 

 

 負荷重量の受け持ち方がコアで７０％以上、残りをカバーが負担するような構成のダ

ブルブレード・ロープは、その特性を強調するため カーンマントル と呼ばれること

があります。 

 

 ダブルブレード系統のロープをナチュラルクロッチで使うと、木との摩擦をうけるカ

バーに大きな負荷分担が求められるため損耗が激しくなり好ましくないとされています。 
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直径は、作業で使われる滑車や器具類と整合する寸法でないと本来の性能を発揮で

きないので慎重な配慮が必要ですが、最低限、所定の破断強度を満足するものでなけ

ればなりません。 

 また、滑車類のシーブ径は、ロープ径の８倍以上、最低で４倍は必要とされている

ことを知っておく必要があります。 

 

破断強度 

 ロープの強さを示す指標のひとつですが、製造メーカーが標示する数値には 

   ＡＢＳ  平均破断強度 Average Breaking Strength 

   ＷＬＬ  常用負荷限界 Work Load Limit 

   ＳＬＬ  安全負荷限度 Safe Load Limit 

 などと呼ばれるものがあります。 

 ＷＬＬはＳＬＬと同じ意味で使われますが、目安としてＡＢＳの１／５～１／１０

程度の数値として示されます。 

 樹木作業では衝撃荷重が発生する使い方が多くなるだけでなく、結びなどによる強

度低下が発生するので、最低でも１／１０程度に定格逓減した判断が望まれます。 

 

 金物器具の場合に与えられるＡＢＳは上のロープの場合と違って絶対破断強度を意

味する Absolute Breaking Strength を示している事のほうが多いと思います。 

国産クレモナ１２ｍｍポリエステルロープなどでのＡＢＳは１２～１８ｋＮ程度です。 

 

長さ は切り売りロープの場合、１２０ｆ（３６ｍ）、１５０ｆ（４５ｍ）、２００ｆ

（６０ｍ）、などの単位で販売されていることが殆どです。 

 足りないときにはロープを接続して利用する場合もでてきますが、結び（ノット）

による強度低下のほかに、結びが使用器具を介して問題をおこさないか慎重な配慮が

望まれます。 

 

材質  

 ロープの強度を左右するのは直径・構造のほかに材質があります。 

 

 ここでの「強度」には耐荷重のほかに、熱にたいする耐性も含まれます。 

 また、一般にバンジー特性、伸縮率の違いは衝撃荷重にたいするロープシステムの

挙動に大きな影響を与えます。 
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ダブルブレード構造のロープでは、カバーに耐熱性を持たせたものがあります。 

 ポリエステル系統の素材で８００～９００℃、コアは４８０℃（テネックス）など

が知られています。 

 

 アーボリカルチャーで使用されるロープの伸縮率は「伸びない」ロープであること

が要求されています。 

 伸び易いロープは直径が縮み易い特性を持ちますので、「ロープ間の結び」の特徴を

利用した技法が主体になっているクライミングでは伸びないロープを使う理由がリス

ク回避からの要請と理解できます。 

 

 逆にアルペンクライマーが使うロープの場合は想定される落下距離によって伸縮率

の違うロープが販売されています。 

 岩登りなどでは「ロープの結び」に依存せず、ロープを噛む金具類による技法が発

達しており、かつ、伸びるロープによって衝撃を吸収緩和する方向に進化していると

思われます。 

 

 樹木管理の技法においても、Ｒｉｇｇｉｎｇと呼ばれる衝撃荷重の多発する応用で

は、伸縮率のおおきなナイロンコアをつかったロープが利用されるようになってきて

おり、クライミング用のポリエステルで３％程度の伸び率が（ＷＬＬ加重時）一般的

であるのに対し、リギング用で６％程度に伸びるのナイロンコアの製品が使われるよ

うになってきています。 

 

§結びに 

 

ＩＳＡなどの世界規模組織では、種々のリコール情報、既知技術の改善などについて

の更新情報が提供されています。 

 危険な作業については定期的な更新を必要とする認定資格が設定されているのは、

このような理由によるものと理解できます。 

 世界標準とも言えるＩＳＡ関連団体が提供している情報を安全施業に活かしてゆく

ことには、現時点では大きな意味があると考えます。 

 

絶えず学び続けることが安全につながってゆくことを強調して本講習の結言とします。 

おつかれさまでした。 
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§講習で使用・参照した資料類 

 

To Fell A Tree  

 Jeff Jepson  2009 Beaver Tree Publishing 

 

The Art and Science of Practical Rigging  

Peter S.Donzelli and Sharon J.Lilly  Arbormaster Training,Inc 

 

The Tree Climber's companion 2nd Ed. 

 Jeff Jepson  2008 19th printing Beaver Tree Publishing 

 

Tree Climber's Guide  3rd Ed. 

 Sharon Lilly  2005 International Society of Arboriculture 

 

Best Practices for Rigging in Arboriculture 

 Tree Care Industry Association 2011 1st Ed. 

 

TCI Pro Arborist Series Vol.1 Climber Safety 

 Tree Care Industry Association 2011 1st Ed. 

 

納得して上達！ 伐木造材術 

 全林協 ２０１２初版 ジェフ・ジェプソン著 ジョン・ギャスライト 川尻秀樹訳 
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